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梅
妃
か
ら
見
た

『長
生
殿
』
の
楊
貴
妃
像

竹

村

則

行

は
じ
め
に

白
居
易

「長
恨
歌
」
や
白
樸

『梧
桐
雨
』
の
後
を
承
け
て
、
楊
貴
妃
故
事
を
情

の
主
題
の
下
に
集
大
成
し
た
清

・
洪
昇
の

『
長
生
殿
』
全
五
十
齣
中
に
は
、
多
様

な
楊
貴
妃
像
が
描
か
れ
る
。

一
方
で
は
、
む
ろ
ん

「長
恨
歌
」
以
來
の
ロ
マ
ソ
溢

れ
る
好
ま
し
い
楊
貴
妃
像
を
忠
實
に
繼
承
し
て
い
る
も
の
の
、

一
方
で
は
、
必
ず

し
も
そ
う
で
は
な
い
ヒ
ス
テ
リ

ッ
ク
な
楊
貴
妃
像
も
併
せ
描
か
れ
る
。
中
で
も
第

十
八

「夜
怨
」
・
十
九

「絮
閤
」
齣
中
に
見
え
る
次
の
場
面
は
、
"悪
女
"
楊
貴
妃

を
描
い
て
、
『長
生
殿
』
全
五
十
齣
中

で
も
際
立

っ
て
異
色
で
あ
る
。
い
ま
、
梗

概
と
引
用
と
で
簡
單
に
紹
介
す
る
事

に
す
る
。

ま
ず
第
十
八
齣

「夜
怨
」
で
は
、
玄
宗
の
寵
愛
を

一
身
に
魅
き
つ
け
る
事
に
成

功
し
た
か
に
見
え
た
楊
貴
妃
で
あ

っ
た
が
、
ラ
イ
バ
ル
梅
妃

へ
の
玄
宗
の
寵
幸
が

再
び
復
活
し
た
事
を
知
り
、
楊
貴
妃
が
悶
々
と
し
て
梅
妃

へ
の
怨
み
言
を
遞
ぺ
、

未
明
に
も
關
わ
ら
ず
、
二
人
の
密
會

の
現
場

へ
乘
り
込
も
う
と
息
卷
く
場
面
が
あ

る
。
中
に
、
次
の
如
き
楊
貴
妃
の
獨
自
が
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
梅
妃

へ
の
感
情
韵
な

憤
言
が
露
わ
で
あ
る
。

わ
ら

は

む
か

が
な

奴
家
楊
玉
環
、
久
し
く
聖
眷
を
邀

へ
、
愛
も

て
君
心
を
結

ぶ

に
、
耐

へ
直

あ
に
か

さ
か
ら

し
、
梅
精
江
采
蘋
、
意
相
ひ
下
ら
ざ
る
を
。
恰
も
好
し
、
聖
上
に
觸
忤
ひ
け

れ
ば
、

他
を
ぱ
樓
東
に
遷
置
す
。
但
だ
恐
る
、
采
蘋
の
巧
計
、
天
を
回
ら

よ
う
ぢ
ん

し
、

皇
上
の
舊
情
未
だ
斷
え
ざ

る

を
。
此
に
因
り
て
常
に
自
ら
隰
防
す
。

な
ん
ぜ

い

き嗅
、
江
采
蘋
、
江
采
蘋
、
是
れ
我
の
弥
を
容
れ
得
ざ

る
に
非
ず
。
只

だ
怕

な
ん
じ

い

す
な
ね

ハヱ
リ

る
、
我
れ
弥
を
容
る
る
も
、
弥

就

ち
我
を
容
れ
得
ざ
ら
ん
を
。

績
い
て
第
十
九
齣

「絮
閤
」
に
は
、
玄
宗
と
梅
妃
の
密
會
の
現
場
に
乘
り
込
ん

く
つ

だ
楊
貴
妃
が
、
目
ざ
と
く
梅
妃
の
鳳
潟
を
見

つ
け
、
玄
宗
に
激
し
く
詰
め
寄
る
場

面
が
あ
る
。
當

の
玄
宗
は
あ
く
ま
で
自
を
切
り
、
楊
貴
妃
を
な
だ
め
に
か
か
る
。

し
く
さ

や
あ

の

(且
、
看
る
を
作
す
科
)
呀
、
這
の
榻
底
下
、
是
れ

一
雙
の
鳳
潟
な
ら
ず
や
?

い
つ

こ

(生
、
急
ぎ
起
き
、
掩
は
ん
と
欲
す

る
を
作
す
科
)
那
裡
に
在
り
や
?

(懐

ゐ

と

よ
り
翠
鈿
を
綽
出
す
科
)
(且
、
拾
ひ
看
る
科
)
冴
、
又
是
れ

一
朶
の
翠
鈿
、

で

や
す

い
か

す

此
れ
皆
婦
人
の
物
な
り
。
陛
下
既
然
に
獨
り
寢
む
に
、
怎
ん
ぞ
此
れ
有
る
を

ま
こ
と

い
つ

得
ん
や
?

(生
、
羞
つ
る
を
作
す
科
)
好
に
奇
怪
な
り
!

這
れ
は
是
れ
那

こ

も
リ

ハヨ
リ

裡
よ
り
來
れ
る
韵
ぞ
?

寡
人
す
ら
も
解
せ
ず
。

や
が
て
玄
宗
の
心
無
い
慰
撫
に
激
昂
し
た
楊
貴
妃
は
、
次
の
北
水
仙
子
調
に
寄

せ
て
、
梅
妃
を
激
し
く
罵
り
、
玄
宗
に
切
な
く
訴
え
る
。

お
そ

【北
水
仙
子
】
間
ふ
間
ふ
間
ふ
問
ふ
、
華
萼
の
嬌
は
、
怕
る
怕
る
怕
る
怕
る
、

し

樓
東
の
花
の
更
に
好
き
に
似
か
ざ
る
を
。
有
り
有
り
有
り
有
り
、
梅
枝
兒
の

ま
と

は

曾
て
先
春
を
占
む
る
に
、
文
た
又
た
又
た
叉
た
、
何
ぞ
緑
楊
の
牽
繞
る
を
用

あ

ぽ

な

さ
と

ひ

ん
や
。
(生
)
寡
人

の
一
點

の
眞
心
、

難
道
妃
子
還
ほ
瞬
ら
ざ

る

か
。

や
め

(且
)
請
ふ
請

ふ
請
ふ
諳
ふ
、
眞
心
の
故
交
に
向
ひ
、
冤
よ
菟
よ
冤
よ
菟
よ
、



ハヨ

人
の
怨
み
て
妾
を
情
薄
し
と
爲
す
を
。

こ
こ
で
楊
貴
妃
は
、

一
度
は
疎
ん
じ
ら
れ
た
は
ず
の
ラ
イ
バ
ル
梅
妃
が
再
び
玄

宗
の
寵
愛
を
受
け
て
い
る
事
を
知
り
、
激
し
い
嫉
妬
心
に
驅
ら
れ
る
。
そ
し
て
全

く
抑
制
が
効
か
な

い
ま
ま
、
す
さ

ま
じ
い
劍
幕
て
翠
閣
の
密
會
現
場
に
乘
り
込

み
、
玄
宗
と
の
間
に
あ
ら
れ
も
な
い
派
手
な
痴
話
喧
嘩
を
展
開
す
る
に
及
ぶ
の
で

あ
る
。
ま
た
同
じ
く
第
六
齣

「傍
訝
」
に
は
、
魏
國
夫
人
と
の
醜
聞
に
絡
ん
で
、

次
の
樣
に
楊
貴
妃
の
き
つ
い
性
格
を
描
寫
し
て
い
る
。

わ
れ

ほ
な
ぽ

ぽ

げ

(丑
11
高
力
士
)
噛
想
ふ
に
楊
娘
娘
は
、
嬌
癡
の
性
、

天
生
志
だ
利
害
し
。

せ

ビ

た
ぜ
ち

い
か
ん

ハ
る
り

前
時
は
梅
娘
娘
に
逼
得
り
て
、
直
に
樓
東
に
遷
置
し
て
奈
と
も
す
る
無
し
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
あ
げ
た
嫉
妬
深
く
て
ナ
ー
バ
ス
な
楊
貴
妃
像
は
、
周
知
の

樣
に
、
從
來

「長
恨
歌
」
や

『
梧
桐
雨
』
を
逋
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
清
楚
で

官
マ
ソ
チ
ッ
ク
な
楊
貴
妃
像
と
は
全
く
別
人
の
趣
が
あ
る
。
む
ろ
ん
、
人
聞
像
は

表
象
と
し
て
常
に
多
樣
性
を
持
つ
も

の
で
あ
り
、
こ
の
兩
極
端
の
楊
貴
妃
像
も
そ

の
多
樣
な
人
聞
際
の
忠
實
な
表
明
だ
と
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
が
、
問
題
は
そ

れ
ほ
ど
簡
單
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
冒
頭
に
逋
ぺ
た

『
長
生
殿
』
に
お
け
る

嫉
妬
深
く
て
ナ
ー
バ
ス
な

"悪
女
"
楊
貴
妃
像
は
、
實
は
明
ら
か
に
依
擦
し
た
と

思
わ
れ
る
故
事
典
擦
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
故
事

の
引
用
の
仕
方
、
及

び

『長
生
殿
』
全
體
の
楊
貴
妃
豫
と
の
關
連
に
つ
い
て
は
、
や
は
り

『長
生
殿
』

研
究
の

一
環
と
し
て
十
分
な
檢
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
ろ
う
。

沒
後
千
二
百
餘
年
を
經
た
今
日
ま
で

"美
女
"
と
し
て
の
傳
承
が
喧
し
い
楊
貴

妃
に
つ
い
て
、
冷
靜
且
つ
批
剣
韵
に
描
寫
す
る
文
獻
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
後
遞

の
陳
鴻

「
長
恨
歌
傳
」
が
最
初
て
あ

る
が
、
冐
頭
に
述
べ
た

『
長
生
殿
』
第
十

八

・
十
九
齣
の
楊
貴
妃
の
直
情
徑
行

の
行
動
は
、
實
は
楊
貴
妃
批
到
を
顯
わ
に
し

た
南
宋

・
闕
名
作
の
通
行
本

「梅
妃
傳
」
に
直
接
に
出
撮
す
る
。

「梅
妃
傳
」
は
楊
貴
妃
の
ラ
イ
バ

ル
梅
妃
を
主
役
に
仕
立
て
て
顯
彰
し

た
小
醗

梅
妃
か
ら
見
た

『長
生
殿
』
の
楊
貴
妃
鯲

で
あ
り
、
梅
妃
を
崇
高
で
清
楚
な
女
性
と
し
て
描
い
た
結
果
、
楊
貴
妃
は
相
對
酌

に
癇
症
て
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
悪
女
の
面
が
強
調
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
冐
頭
に
紹

介
し
た
楊
貴
妃
が
玄
宗
と
梅
妃
の
密
會
の
現
場

へ
息
荒
く
乘
り
込
み
、
派
手
な
痴

話
喧
嘩
を
繰
り
廣
げ
る
場
面
な
ど
は
、
正
し
く
こ
の
逋
行
本

「
梅
妃
傳
」
に
お
い

て
初
め
て
設
定
さ
れ
た
興
味
津
々
た
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
實
は
梅
妃
は
史
上

に
存
在
し
な

い
架
空
の
理
想
の
女
性
で
あ

っ
た
。
『舊
唐
書
』
『新
唐
書
』
『資
治

逋
鑑
』
等
に
そ
の
名
が
見
え
ぬ
の
は
、
逆
に
梅
妃
が
そ
れ
ら
の
史
書
の
出
現
以
後

に
構
想
さ
れ
た
事
を
推
測
さ
せ
る
。
後
に
や
や
詳
し
く
述

べ
る
が
、
し
か
し
、
梅

妃
は
虚
像
の
女
性
で
あ

っ
て
も
、
否
む
し
ろ
そ
れ
故
に
、
文
人
の
好
み
の
ま
ま
に

實
に
よ
く
出
來
た
理
想
の
女
性
像
て
あ

っ
た
。
そ
の
後
に
梅
妃
に
言
及
し
、
或
い

は
梅
妃
を
主
要
人
物
と
し
て
登
場
さ
せ
る
文
學
作
品
が
陸
績
と
現
れ
る
こ
と
も
、

こ
の
こ
と
の
有
力
な
證
明
で
あ
る
。
中
で
も
明

・
呉
世
美
の

『驚
鴻
記
』
は
、
梅

妃
を
主
役
に
拔
擢
し
、
楊
貴
妃
を
脇
役
に
格
下
げ
し

て
描
い
た
出
色
の
南
曲
で

あ
る
。
洪
昇
は

『
長
生
殿
』
の
特
に
第
十
八

・
十
九
齣
の
執
筆
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら

「梅
妃
傳
」
『
驚
鴻
記
』
に
大
き
な
ヒ
ソ
ト
を
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

楊
貴
妃
の
實
像
が
果
し
て
ど
の
樣
な
も

の
で
あ

っ
た
か
、
今
日
で
は
既
に
知
る

由
も
な
く
、
我
々
は
た
だ
白
居
易

「長
恨
歌
」
等
の
作
品
に
よ

っ
て
類
推
す
る
ほ

か
は
無
い
。
楊
貴
妃
沒
後
五
十
年
に
詠
ま
れ
た
と
さ
れ
る
白
居
易

「長
恨
歌
」
ず

ら
も
、
既
に
楊
貴
妃
傳
説
の
所
産
て
あ

っ
た
の
て
あ
り
、
か
の
白
居
易
と
て
、
自

ら
が
楊
貴
妃
を
實
見
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
今
日
に

至
る
ま
で
、
我
々
は
虚
豫
と
想
像
を
絢
い
交
せ
に
し
て
、
婀
娜
な
美
女
の
楊
貴
妃

像
を
勝
手
に
作
り
上
げ
て
來
た
と
さ
え
言
え
る
。
從
來
の
楊
貴
妃
作
品
…で
は
、
白

居
易

「長
恨
歌
」
の
如
く
、
楊
貴
妃
を
絶
世
の
美
女
と
し
て
把
え
る
見
方
も
主
流

と
し
て
あ

っ
た
か
、

一
方
に
お

い
て
、
"傾
國
の
惡
女
"
楊
貴
妃
を
批
到
す
る
作

品
も
確
か
に
そ
の
封
極
に
存
在
し
た
。
「梅
妃
傳
」
は
そ
の
典
型
で
あ

り
、
後
に

一
八

一



日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
七
集

紹
介
す
る
こ
の
作
品
に
お
い
て
、
我

々
は
理
想
の
美
女
梅
妃
と
は
樹
照
的
に
、
楊

貴
妃
か
嫉
妬
深
い
癇
症
の
女
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
事
を
知
る
。
冐
頭
の
楊
貴
妃

の
派
手
な
痴
話
喧
嘩
の
描
寫
は
、
實
に
こ
の
通
行
本

「梅
妃
傳
」
に
出
據
し
て
お

り
、
そ
の
他
の

「長
恨
歌

(傳
)
」
「太
眞
外
傳
」
等
の
作
品
に
は
皆
目
見
え
ぬ
も

の
で
あ
る
。

そ
れ

で

は
、
作
者
の
洪
昇
は
、
何
故
こ
の
よ
う

な
悪
名
高
い
楊
貴
妃
故
事
を

『
長
生
殿
』
中
に
取
り
込
ん
だ
の
で
あ

ろ
う
か
。
『
長
生
殿
』
は
作
者
も
明
言
す
る

通
り
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
純
粹
の
愛
情
を
詠
む
こ
と
が
主
題
で
あ

っ
た
は
ず
だ

が
、
そ
の
至
上
命
題
と
、
こ
の
梅
妃
に
絡
ん
だ
悪
女
楊
貴
妃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
は

相
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
經
緯
を
念
頭
に
置
き
、
從
來
全
く
檢
討
さ
れ
る
事
が
無
か

っ
た

『
長
生
殿
』
第
十
八

・
十
九
齣
に
描
か
れ
た
異
色
の
楊
貴
妃
豫
を
、
特
に
梅

妃
故
事
と
の
關
連
に
お
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

二

「
梅
妃
傳
」
に
つ
い
て

ヘビ
ロ

こ
の
章
で
は
、
梅
妃
故
事
を
邇
べ
た

「梅
妃
傅
」
の
由
來
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
。
い
ま
、
通
行
本

「
梅
妃
傳
」
の
梗
橇
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

梅
妃
は
姓
は
江
氏
、
名
は
采
蘋
、
幅
建
蓄
田
の
人
で
あ
る
。
開
元
中
、
こ
の

地

へ
使
し
た
高
力
士
が
そ
の
美
貌
を
發
見
し
て
長
安
に
蓮
れ
歸
り
、
梅
妃
は

玄
宗
に
侍
し
て
大

い
に
寵
幸
を
得
る
。
梅
妃
は
梅
を
好
み
、
居
宅
の
欄
干
に

悉
く
梅
を
植
え
、
ま
た
梅
の
花
見

の
時
分
に
は
夜
遲
く
ま
で
花
下
に
佇
ん
で

梅
花
を
玩
賞
し
た
。
そ
こ
で
玄
宗
は
彼
女
を

「梅
妃
」
と
名
づ
け
る
。

時
に
天
下
太
夲
で
あ
り
、
玄
宗
は
兄
弟
と
仲
睦
ま
じ
か

っ
た
。
御
賜
の
橙
を

諸
王
に
頒
布
し
た
際
、
漢
王
が
梅
妃
の
足
を
踏
ん
て
戲
れ
た
の
で
、
梅
妃
は

急
病
と
稱
し
て
竟
に
姿
を
見
せ
な
か

っ
た
。
後
に
玄
宗
が
梅
妃
と
鬪
茶
の
遊

■

一
八
二

ぴ
を
し
た
時
、
玄
宗
は
諸
王
に

「
こ
の
者
は
梅
精
だ
。
白
玉
笛
も
驚
鴻
舞
も

實
に
う
ま
い
。
今
回
の
鬪
茶
で
も
臉
を
負
か
し
た
」
と
言

っ
た
の
で
、
梅
妃

は
す
か
さ
ず
、
「草
木
の
戯
れ

で

は
誤

っ
て
陛
下
に
勝
ち
ま
し
た
が
、
天
下

を
調
理
す
る
事
に
か
け
て
は
妾
は
勝
負
に
も
な
り
ま
せ
ん
」
と
返
し
て
玄
宗

を
大
い
に
喜
ば
せ
る
。

や
が
て
楊
貴
妃
が
入
内
し
て
來
た
が
、
お
と
な
し
い
梅
妃
は
智
に
長
け
た
楊

貴
妃
の
敵
で
は
な
く
、
靄
に
上
陽
東
宮
に
遷
さ
れ
る
。
後
に
玄
宗
は
梅
妃
を

忘
れ
か
ね
、
戯
馬
を
以
て
密
か
に
翠
華
西
閣
に
召
し
て
舊
愛
を
敍
し
た
。
と

こ
ろ
が
そ
の
現
場
に
、
事
情
を
か
ぎ
つ
け
た
楊
貴
妃
漆
す
ご
い
劍
幕
で
乘
り

込
ん
で
來
る
。
楊
貴
妃
は
御
榻
下

の
鳳
冩
を
見
つ
け
、

玄
宗
に
詰
め
寄
る

が
、
玄
宗
は
何
と
か
そ
の
場
を
言
い
繕
う
。
後
に
梅
妃
は

「樓
束
賦
」
を
詠

ん
で
閏
怨
を
述
べ
る
。
ま
た
玄
宗
が
下
賜

し
た
眞
珠

に
封

し
て
、
梅
妃
は

七
絶

」
首
を
詠
む
が
、

玄
宗
は
こ
れ

を
更
に
樂
府

コ

斛
珠
」
に
制
作
す

る
。
や
が
て
安
祿
山
の
亂
が
起
り
、
楊
貴
妃
は
死
ぬ
。
都
に
還
御
し
た
玄
宗
は
必

死
に
梅
妃

の
行
方
を
尋
ね
求
め
る
が
分
ら
な
い
。
あ
る
時
、
夢

の
御
告
げ
を

得
た
玄
宗
が
華
清
池
の
梅
樹
下
を
掘
る
と
、
脇
下
に
刀
痕
の
あ
る
屍
が
出
土

し
た
の
で
、
玄
宗
は
妃
の
禮
を
以
て
手
篤
く
こ
れ
を
葬

っ
た
。

本
文

一
三
五
〇
字
を
縮
約
し
た
簡
略
な
こ

の
梗
概
か
ら
も
、
『
長
生
殿
』
第
十

八

・
十
九
齣
に
お
け
る
楊
貴
妃
が
玄
宗
と
梅
妃
の
密
會
現
場
に
乘
り
込
む
場
面
、

及
び
そ
れ
に
付
隨
し
て
、
楊
貴
妃
を
嫉
妬
深
い
悪
女
と
し
て
描
く
描
き
方
が
、
實

に
こ
の
通
行
本

「梅
妃
傳
」
に
出
據
す
る
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
て
、
今
目
通
行
の

「梅
妃
傳
」
の
作
者
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
魯
迅
以
前

の
明

。
清

・
民
國
の
叢
書
類
は
、
概
ね

「唐

・
曹
鄰
」
と
す
る
。

明

・
陶

宗
儀

『読
郛
』
卷
三
八



明

・
顧

元
慶

明

・
闕

名

明

・
秦
淮
寓
客

明

・
馮

夢
龍

清

・
馬

俊
良

清

・
王
文
誥
他

民
國

・
與
曾
膜

こ
れ
ら
數
百
年
に
亘
る
作
者
名
の
誤
記
は
、

確
に
糾
正
さ
れ
た
。
郎
ち
、

「梅
妃
傳
」

一
卷
、

郎
ち
本
文
を
撰
せ
し
者
な
ら

ん
。

(宋
)
南
渡
前
後
の
作
な
り
。
今
本
或
ひ
は

「唐

・
曹
鄰
撰
」
と
題
す
る
も
、

亦
た
明
人
妄
り
に
之
を
増
す
な
り
。

明
人

の
誰
が

一
體
何
の
目
的
で
作
者
を

「唐

・
曹
鄰
」
に
擬
定
し
た
の
か
、
具

體
的
に
は
な
お
不
詳
で
あ
る
が
、
魯
迅
の
指
摘
は
や
は
り
重
み
が

あ
る
。
「梅
妃

傳
」
中

の
梅
妃
か
異
常
に
梅
を
嗜
好

し
た
事
や
鬪
茶
の
風
習
、
更
に

は
痩

せ
た

梅
妃
が
太

っ
た
楊
貴
妃
を
罵
る
場
面
等
か
ら

考
え

れ
ば
、
や

は
り
こ
れ
は
唐
人

作
と
す

る

よ
り

は
、
宋
人
の
筆
に
成
る
と
考
え

る
方
が
現
實
的
で
要
當
で
あ
ろ

う
。そ
し
て
、
何
よ
り
も

「梅
妃
傳
」
宋
人
作
を
決
定
づ
け
る
の
は
、
魯
迅
も
注
目

し
た
そ

の
跋
語
で
あ
る
。

此
の
傳
は
萬
卷
朱
趣
度
の
家
よ
り
得
た
り
。
大
中
二
年
七
月
書
す
る
所
に
し

ほ

て
、
字
も
亦
た
媚
好
な
り
。
…
悟
し
む
ら
く
は
史
に
其
の
説
を
逸
す
。
略
ぼ

脩
潤
を
加

へ
て
舊
語
を
曲
循
す
る
は
、
其
の
實
を
沒
す

る
を
儷
る
れ
ば

な

と
ゆも

り
。
惟
だ
葉
少
蘊
も
余
と
與
に
之
を
得
し
も
、
後
世
の
傳
は
或
ひ
は
此
の
本

ヘビ
リ

『顧
氏
文
房
小
読
』

『
五
朝
小
説
』

『
緑
窗
女
史
』

『
情
史
類
略
』
卷
十
四

『
龍
威
秘
書
』

『唐
代
叢
書
』
(唐
人
盟
薈
)

『
舊
小
読
』

民
國
の
魯
迅
に
至
っ
て
初
め
て
明

『中
國
小
観
史
略
』
に
次
の
指
摘
か
あ
る
。

亦
た
撰
人
無
し
。
…
末
に
署
名
せ
ざ
る
も
、
蓋
し
亦
た

自
ら
葉
夢
得
と
同
時
と
云
ふ

は
、
則
ち

梅
妃
か
ら
見
た

『長
生
殿
』
の
楊
貴
妃
像

ハロ
リ

に
在
ら
ん
か
。

こ
の
跋
語
に
よ
れ
ば
、
大
中
二

(八
四
八
)
年
の
識
語
が
あ

る
原
本

「梅
妃
傳
」

は
朱
遒
度
が
舊
藏
し
て
い
た
も

の
て
あ
り
、
宋
の
大
儒
葉
夢
得

(字
は
少
蘊
)
の

發
掘
に
か
か
り
、
そ
し

て
跋
語
の
作
者
た
る
無
名
氏
が

か
な

り

の
修
飾
を
加
え

て
、
今
日
の
通
行
本
に
仕
立
て
あ
げ
た
も
の
と
な
る
。
朱
蓮
度
に
就
い
て
は

『
宋

史
』
卷
四
三
九
、

『東
都
事
略
』
卷
三
八
、
『
隆
夲
集
』
卷
十
三
、
『
焦
氏
筆
乘
續

集
』
卷
七
、
『
十
國
春
秋
』
卷
七
五
等
に
記
述
を
有
す
る
。
い
ま

『十
國
春
秋
』

の
記
事
を
引
け
ば
次
の
逋
り
で
あ
る
。

ほ

あ
ま
ね

朱
逾
度
は
青
州
の
人
な
り
。
家
に
藏
書
多
く
、
周
覽
略
ぼ
遍
く
、
當
時
推
し

て
博
學
と
爲
し
、
穩
し
て
朱
萬
卷
と
日
ふ
。
…
後
に
金
陵
に
徙
居
し
、
高
尚

ハむ
ね

に
し
て
仕

へ
ず
。

こ
れ
ら
の
記
邇
を
總
合
す
れ
ば
、
朱
避
度
は
唐
末
十
國

の
楚
の
人
で
あ
り
、
後
に

金
陵

(南
京
)
に
移
居
し
て
絡
生
仕
え
な
か

っ
た
民
間
の
大
藏
書
家
て
あ

っ
た
。

一
方
の
葉
夢
得
は
、
周
知
の
如
く

『宋
史
』
卷
四
四
五
に
本
傳
を
有
す
る
北
宋
南

宋
間
を
生
き
た
著
名
な
大
文
人
で
あ
る
。
(た
だ
葉
夢
得
が

「梅
妃
傳
」
に
言
及
し
た

記
事
は
、
ま
だ
檢
索
…し
得
て
い
な
い
。)

こ
う
し
て
、
通
行
本

「梅
妃
傳
」
の
跋
文
を
讀
む
限
り
で
は
、
現
行
の

「梅
妃

傳
」
の
作
者

(闕
名
)
と
葉
夢
得
と
は
南
宋
の
同
時
代
人
で
あ
り
、
原
本

「梅
妃

傳
」
の
舊
所
藏
者
た
る
朱
蓮
度
は
、
そ
れ
よ
り
約
二
百
年
も
以
前
の
唐
末
十
國
時

代

の
南
京
の
大
藏
書
家
と

い
う

こ
と

に
な
る
。
葉
夢
得
は
南
宋
の
初
め
に
建
康

(南
京
)
の
知
事
を
拜
命
し

た

の
で
、
こ
こ
に
い
う

「梅
妃
傳
」
は
或
い
は
そ
の

時
に
收
書
さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
確
證
に
乏
し
い
。

ハゆ
り

と
こ
ろ
が
、

こ
こ
に
通
行
本
と
異
な
る
別
本

「
梅
妃
傳
」
が
存
在
す
る
。
全
三

六
二
字
、
通
行
本
の
全

一
三
五
〇
字

に
比
べ
て
約
四
分
の

一
の
箇
略
な
小
観
で
あ

る
。
い
ま
兩
者
を
比
較
す
れ
ば
、
今
日
の
逋
行
本
が
増
盆

し
た
記
事
内
容
と

し

一
八
三



日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
七
集

て
、①

御
賜
の
橙
を
諸
王
に
頒
布
し
た
際
に
、
漢
王
が
梅
妃
の
履
を
踏
ん
で
戲
れ

る
事
。

②

や
が
て
嫉
妬
深
い
楊
貴
妃
の
爲
に
上
陽
東
宮
に
遷
さ
れ
た
梅
妃
に
、
玄
宗

は
密
か
に
翠
華
西
閣
て
會
う
が
、
そ
の
密
會
の
現
場
に
楊
貴
妃
が
息
荒
く

乘
り
込
ん
で
來
る
事
、
及
び
一
連
の
痴
話
喧
嘩
の
經
緯
。

③

梅
妃
が
司
馬
相
如
の

「長
門
賦
」
に
倣
っ
て
閨
怨
を
詠
ん
だ

「樓
東
賦
」

の
全
文
。

④

楊
貴
妃

へ
の
茘
枝
使
者
到
來
の
故
事
。

⑤

安
祿
山
亂
後
に
長
安
に
還
御
し
た
玄
宗
が
、
懸
賞
金
を
出
し
て
梅
妃
の
行

方
を
探
し
求
め
た
事
。

⑥

玄
宗
が
夢
で
、
脇
下
に
刀
痕
の
殘
る
梅
妃
の
屍
を
探
し
當
て
た
事
。

等
々
の
記
述
が
擧
げ
ら
れ
る
。
更
に
こ
の
別
本
に
は
、
末
尾
に
分
ち
書
き
で
、

此
傳
葉
石
林
得
之
朱
蓮
度
家
。
乃
唐
大
中
二
年
七
月
所
書
云
。

と
識
す
が
、
通
行
本
に
見
ら
れ
る
跋
語
や
贊
語
は
無
い
。
以
上
の
通
行
本
、
別
本

ハ
れ
り

の

「梅
妃
傳
」
を
比
ぺ
て

み
る
に
、

既
に
盧
兆
蔭
、
趙
克
堯
託
も
推
定
す
る
様

に
、
こ
の
別
本

「梅
妃
傳
」
は
通
行
本
の
藍
本
で
あ
り
、
懣
行
本

「梅
妃
傳
」
の

作
者
が

「略
ぼ
脩
潤
を
加

へ
て
蕾
語
を
曲
循
」
し
て
今
日
の
通
行
本
に
仕
立
て
あ

げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
跋
語
に
云
う

「後
世
の
傳
は
或
ひ
は
此
の
本
に
在
ら

ん
か
」
と
は
、
事
實
そ
の
邁
り
に
な

っ
た

の
だ

が
、
「梅
妃
傳
」
修
改
者
自
身
の

ハ
お
り

高
ら
か
な
矜
持
を
示
し
た
も

の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
薛
洪
勣
氏
が
指
摘
す
る
如

く
、
宋

・
葉
廷
珪

『海
録
碎
事
』
卷
十
下
に
引
用
す
る
簡
潔
な

「梅
妃
傳
」
も
、

こ
の
籃
本

「梅
妃
傳
」
の
系
統
に
屬
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
を
要
す

る

に
、
「梅
妃
傳
」

は
唐
大
中
間
と
さ
れ

る
原
本
の
所
在
は
分
ら

な
い
も

の
の
、
宋
人
の
大
幅
な
修
改
を
經
て
、
梅
妃
と
楊
貴
妃
の
興
味
溢
れ
る
種

一
八
四

々
の
逸
話
が
四
倍
に
も
擴
大
さ
れ
た
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
架
空
の
理
想
た
る

清
楚
な
梅
妃
像
と
は
黌
照
的
に
、
嫉
妬
深
く

ヒ
ス
テ
リ
ノ
ク
な
悪
女
の
楊
貴
妃
像

が
増
幅
強
調
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
、
そ

し
て
、
「梅
妃
傳
」
は
明
代
以
降
の

叢
書
類
に
お
い
て
作
者
も

「唐

・
曹
鄰
」
に
擬
定
さ
れ
、
今
日
に
至
る
流
行
を
見

て
い
る
の
て
あ
る
。

三

『驚
鴻
記
』
そ
の
他
に
つ
い
て

以
上
述
べ
た
樣
に
、
梅
妃
は
全
く
架
空
に
案
出
さ
れ

た
理
想
の
虚
像
で
あ

っ

た
。
だ
が
、
實
在
す
る
楊
貴
妃
と
は
違

っ
て
、
實
像

の
制
約
に
と
ら
わ
れ
ず
に
自

由
に
想
豫
さ
れ
た
梅
妃
は
、
却

っ
て
後
世
の
文
人
の
歡
迎
す
る
所
と
な

っ
た
。
い

ま
、
宋

・
元

・
明

・
清
及
び
現
代
に
至
る
文
學
作
品

・
書
目
中
に
お
い
て
、
梅
妃

ハ
め
り

に
言
及
す
る
目
憾
し
い
も
の
を
擧
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

南
宋

・
闕
名

南
宋

・
尤
裹

元

・
白

樸

明

・
陶
宗
儀

明

・
呉
世
美

明

・
屠

隆

明

・
周
清
原

清

・
孫

郁

清

・
楮
人
穫

清

・
洪

昇

清

・
唐

英

清

・
石
饂
玉

現
代

・
京
劇

「
梅
妃
傳
」

『
途
初
堂
書
目
』

『
梧
桐
雨
』

『
南
村
輟
耕
録
』

『
驚
鴻
記
』

『
綵
毫
記
』

『
西
湖
二
集
』

『
天
寶
曲
史
』

『
隋
唐
演
義
』

『長
生
殿
』

『
長
生
殿
補
闕
』

『
梅
妃
作
賦
』

『貴
妃
醉
酒
』



い
ま
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
お
け
る
梅
妃

へ
の
言
及
の
仕
方
に

つ
い
て
、
「梅
妃

傳
」
『
驚
鴻
記
』
『長
生
殿
』
を
除
い
て
コ
メ
ソ
ト
す
れ
ば
、
南
宋

・
尤
袤

『途
初

堂
書
目
』
に
は
、
雜
傳
類
に

「梅
妃
傳
」
の
書
名
を
記
録
す
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は

闕
名
氏
修
改
後
の
通
行
本

「梅
妃
傳
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
元

・
白
樸

『梧
桐

雨
』
に
は
、
第
二
折
の
梨
園
弟
子
中
に
玉
無
を
吹
く
梅
妃
か
登
場
す
る
が
、
唱
自

は
無
い
。
明

・
陶
宗
儀

『南
村
輟
耕
録
』
は
、
卷
二
五
の
院
本
名
目
中
に

「梅
妃
」

の
記
録
を
有
す
る
。
明

・
屠
隆

『
綵
帝
記
』
で
は
、
第
五
齣
に

「楊
妃
薦
寢
、
梅

妃
怨
」
の
語
が
あ
る
が
、
梅
妃
は
登
揚
し
な
い
。
明

・
周
清
原

『西
湖
二
集
』
で

は
、
卷
十

一

「寄
梅
花
鬼
鬧
西
閣
」
中
に
、
通
行
本

「梅
妃
傳
」
に
撮

っ
て
西
閣

に
お
け
る
梅
妃
と
楊
貴
妃
の
葛
藤
を
活
寫
す
る
。
清

・
裾
人
穫

『隋
唐
演
義
』
で

は
、
終
盤
第
七
九
回
以
降
に
點
綴
さ
れ
た
梅
妃
故
事
は
、
實
は
、
呉
世
美

『驚
鴻

お
り

記
』
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
踏
襲
し

た
も

の
て
あ

る
。
清

・
石
輻
玉

「梅
妃
作

賦
」
は
、
上
陽
宮
に
遷
置
さ
れ
た
梅
妃
が

「樓
東
賦
」
を
詠
ん
で
慨
嘆
す
る
場
面
を

仕
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
人
口
に
膾
炙
し
た
現
代
京
劇

「貴
妃

醉
酒
」
は
、
玄
宗
と
の
花
見
の
約
束
を
反
故
に
さ
れ
た
楊
貴
妃
が

一
人
ヤ
ケ
酒
を

飮
む
と
い
う
設
定
だ
が
、
實
は
玄
宗

は
誰
あ
ろ
う
梅
妃
の
許

へ
行

っ
た
事
を
知

っ

ハ 
ね

て
、
楊
貴
妃
の
憤
怒
の
ボ
ル
テ
ー
ジ

は

一
暦
高
ま
る
の
で
あ

る
。
(そ
の
他
、
楊
貴

妃
故
事
に
取
材
し
た
現
代
小
醗
の
多
く
も
梅
妃
に
言
及
す
る
が
、
こ
こ
に
は
縷
述
し
な
い
。)

以
上
に
擧
げ
た
十
數
例
か
ら
も
、
通
行
本

「
梅
妃
傳
」
の
作
者
が

「後
世

の
傳

は
或
ひ
は
此
の
本
に
在
ら
ん
か
」
と
自
負
し
た
豫
測
が
見
事
に
曲
中
し
て
、
架
空

の
理
想
像
た
る
梅
妃
が
後
世

の
江
湖

の
文
人
に
い
た
く
歡
迎
さ
れ
た
事
が
明
ら
か

と
な
る
。

さ
て
、
中
で
も

『長
生
殿
』
と
の
關
蓮
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
明

・
呉

世
美

『驚
鴻
記
』
で
あ

る
。
『驚
鴻
記
』
が

『
長
生
殿
』
の
先
聲
と

し

て
注
目
す

ぺ
き
事
に
つ
い
て
は
、
既
に
徐
朔
方
氏
に
衣
の
鏡
い
言
及
ボ
あ
る
。

梅
妃
か
ら
見
た

『長
生
殿
』
の
楊
貴
妃
像

洪
昇
は
曾
て

『驚
鴻
記
』
に
つ
い
て
甚
だ
不
滿
で
あ

っ
た
。
し
か
し

『驚
鴻

記
』
の

「
翠
閣
好
會
」
「
七
夕
私
盟
」
「胡
宴
長
安
」
「馬
嵬
殺
妃
」
「
父
老
遣

留
」
「
馬
嵬
移
葬
」
齣
は
、

『長
生
殿
』
の

「
絮
閤
」
「密
冖誓
」
「罵
賊
」

「
埋

玉
」
「
獻
飯
」
「
改
葬
」
齣
に
獨
し
て
、
多
く
お
手
本
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。

『
驚
鴻
記
』
が

「仙
客
蜀
來
」
「幽
囲
大
會
」
齣

で
完
結

す

る

の
も

『
長
生

な
り

殿
』
の
先
聲
で
あ
る
。

『驚
鴻
記
』
は

「梅
妃
傳
」
に
墓
つ

い
て
、

楊
貴
妃
の
ラ
イ
バ
ル
の
梅
妃
を
圭

バカ
リ

役

(旦
)
に
仕
立
て
た
明

・
萬
暦
刊
の
南
曲
て
あ
る
。
そ
の
筋
立
て
は
衣
の
三
十

九
齣
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
梅
妃
を
且
に
、
楊
貴
妃
を
貼
に
仕
立
て
て
、
梅
妃
の

ハ 

爲
に
大
い
に
氣
を
吐
い
た
も
の
で
あ
る
。

第

一
齣

第
二
齣

第
三
齣

第
四
齣

第
五
齣

第
六
齣

第
七
齣

第
八
齣

第
九
齣

第
十
齣

第
十

一
齣

第
十
二
齣

第
十
三
齣

第
十
四
齣

第
十
五
齣

本
傳
攝
綱

梅
亭
私
誓

相
府
稱
觴

幽
賞
伏
讒

君
臣
宴
樂

壽
邸
恩
情

花
萼
驚
鴻

詭
計
陷
梅

楊
妃
入
宮

兩
妃
妬
寵

槽
奸
獻
諛

興
慶
晝
娯

梅
妃
被
貶

梨
園
演
樂

學
士
醉
揮

第
十
六
齣

第
十
七
齣

第
十
八
齣

第
十
九
齣

第
二
十
齣

第
二
十

一
齣

第
二
十
二
齣

第
二
十
三
齢

第
二
十
四
齣

第
二
十
五
齣

第
二
十
六
齣

第
二
十
七
齣

第
二
十
八
齣

第
二
十
九
齣

第
三
十
齣

梅
妃
宮
怨

洗
兒
賜
錢

花
萼
霓
裳

梅
妃
遣
賦

楊
妃
曉
粧

翠
閣
好
會

祿
山
辭
朝

七
夕
私
盟

祿
山
叛
逆

大
駕
幸
蜀

胡
宴
長
安

罵
嵬
殺
妃

梅
妃
投
觀

父
老
遘
留

諸
臣
追
駕

一
八
五



第
三
十

一
齣

第
三
十
二
齣

第
三
十
三
齣

第
三
十
四
齣

第
三
十
五
齣

そ
し
て
、

目
本
中
國
學
會
報

第
四
十
七
集

蜀
道
思
妃

靈
武
破
賊

大
駕
還
宮

南
内
思
妃

罵
嵬
移
葬

第
三
十
六
齣

入
觀
遇
梅

第
三
十
七
齣

香
嚢
起
悼

第
三
十
八
齣

仙
客
蜀
來

第
三
十
九
齣

幽
明
大
會

そ
の
序

「敍
驚
鴻
」
「驚
鴻
記
敍
」
に
よ
れ
ば
、
作
者
は
衣
の
如
く
、

楊
貴
妃
と
は
樹
照
的
に
、
史
上
に
全
く
無
覗
さ
れ
た
梅
妃
に
つ
い
て
、
科
擧
試
に

落
第
し
た
自
分
の
無
念
さ
を
併
せ
て
、
梅
妃
の
爲
に
發
憤
し
、
切
齒
拓
腕
す
る
こ

と

一
月
餘
り
、
途
に

『
驚
鴻
記
』
を
完
成
さ
せ
た
も
の
と
云
う
。

『
驚
鴻
記
』
は
余
の
友
人
仲
子

の
爲
す
所
に
し
て
、
…

(略
)
…
仲
子
獅
に

才
を
負
ひ
、
目
に
人
士
無
く
、
尤
も
建
安
而
下
の
諸
詞
賦
を
善
く
す
。

一
目

制
科
の
縛
る
所
と
爲
り
、
悒
快
と

し

て
余
に
謂
ひ
て
曰
く
、

・・
(略
)
…
。

ハ 
り

蓋
し
扼
腕
す
る
こ
と
月
餘
に
し
て
、
『驚
鴻
』
途
に
成
れ
り
。
(敍
驚
鴻
)

漁
陽
の
變

(安
碌
山
の
亂
)
、
罪
首
は
楊

(貴
妃
)
に
歸

し
、
而
し
て
采
蘋

あ
つ
か

(梅
妃
)
は
與
ら
ず
。
千
秋
萬
祀
、
白
郎
の

「長
恨
歌
」
を
咏
む
に
、
楊

(貴

妃
)

の
美
を
歎
頚
す

る
も
、

江

(梅
妃
)
は
則
ち
蔑
如
た
り
。

余
謂
へ
ら

く
、

江
氏

(梅
妃
)
は
絶
代
の
姿
を
以
て
、

極
淫
の
圭
に
遭
ふ
も

の
に
し

あ
や
き

ま

て
、
國
を
懊
る
の
罪
無
し
。
正
を
守
り
死
を
俟

つ
は
、
元
始
以
來
、
女
拌
の

ね
が

(釦
)

希
ふ
所
な
り
。

(驚
鴻
記
敍
)

更
に
、

『驚
鴻
記
』
の
大
團
圓
た

る
第
三
十
九
齣

「幽
明
大
會
」
の
總
結
詩
に

も
衣
の
樣
に
逋
ぺ

て
お
り
、

呉
世
美
は
梅
妃
の

「驚
鴻
舞
」
が
白
居
易

「長
恨

歌
」
中
に
記
載
さ
れ
な
い
事
を
慨
嘆
す
る
。

驚
鴻
更
是
傾
城
舞

驚
鴻
は
更
に
是
れ
傾
城
の
舞
な
る
に

只
少
香
山
長
恨
歌

只
だ
少
く

香
山

(白
居
易
)

の
長
恨
馳
》

以
上
の
擧
例
か
ら
、

「長
恨
歌

(傳
)
」
『新

・
舊
唐
書
』
『資
治
通
鑑
』
「太
眞

一
八
六

外
傳
」
等
に
等
閑
視
さ
れ
た
梅
妃

へ
の
、
呉
世
美
の
狂
お
し
い
程
の
思
い
入
れ
、

義
憤
は
痛
切
に
分
る
の
で
あ
る
か
、
借
し
い
哉
、
呉
世
美
は
梅
妃
の
出
自
に
つ
い

て
根
本
か
ら
誤
解
し
て
い
る
樣
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
前
章
に
述
べ
た
様

に
、
通
行
本

「
梅
妃
傳
」
が
南
宋
初
に
出
現
し
た
も

の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

以
前
に
成

っ
た

「長
恨
歌

(傳
)
」
『新

・
蕾
唐
書
』
『
資
治
逋
鑑
』
「
太
眞
外
傳
」

等
の
諸
書
に

「
梅
妃
」
の
名
が
見
え
る
べ
く
も
無
い
の
て
あ
る
。
恐
ら
く
呉
世
美

は
、
明
代
當
時
の
諸
叢
書
中
に

「
梅
妃
傳
」
の
作
者
名
を

「唐

・
曹
鄲
」
と
す
る

の
を
そ
の
ま
ま
信
じ
込
ん
で
、
か
く
も
激
越
な
義
憤
に
驅
ら
れ
た
も
の
と
察
せ
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
『長
生
殿
』
の
作
者
洪
昇
も

ま
た
、
明
清
の
賭
叢
書

の
記
述
そ

の
ま
ま
に
、
「梅
妃
傳
」
唐

・
曹
郭
作
を
全
く
疑

っ
て
い
な
か

っ
た
も

の
の
様
で

あ
る
。

四

楊
貴
妃
に
取
材
し
た
作
品

八
徴
紀
前
牛
の
中
國
唐
朝
に
實
在
し
た
楊
貴
妃
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
人
の
李

白
、
杜
甫
を
始
め
と
し
て
、
今
日
の
申
國
映
書

『
楊
貴
妃
』
に
至
る
ま
で
、
詩

・

小
読

・
戯
曲
等
々
の
樣

々
な
ジ
ャ
ソ
ル
に
亘
っ
て
種
々
に
語
り
繼
が
れ
て
來
た
。

ハ 

・次
に
、
楊
貴
妃
に
取
材
し
た
顯
署
な
作
品
例
を
幾
つ
か
擧
げ
る
。

唐

・
李

白

唐

・
杜

甫

唐

・
白
居
易

唐

・
陳

鴻

唐

・
元

稘

唐

・
杜

牧

唐

・
張

砧

「
清
夲
調
詞
」
「宮
中
行
樂
詞
」

「麗
人
行
」
「
哀
江
頭
」

「長
恨
歌
」

「長
恨
歌
傳
」

「連
昌
宮
詞
」

「華
清
宮
三
十
韻
」

「遏
華
清
宮
三
絶
句
」

「華
清
宮
和
杜
舍
人
」



唐

・
鄭

嵎

「津
陽
門
詩
」

唐

・
温
庭
笏

「
過
華
清
宮
二
十
二
韻
」

そ
の
他
、
唐

・
王
建
、
李
商
隱
な
ど
多
數
。

五
代

・
黄
滔

五
代

・
樂
史

南
宋

・
闕
名

元

・
王
伯
成

元

・
白

樸

明

・
屠

隆

明

・
呉
世
美

清

・
孫

郁

清

・
猪
人
穫

清

・
洪

昇

こ
れ
ら
の
簡
略
な

一
覽
か
ら
も
、

劇
的
に
終
焉
し
た
楊
貴
妃
の
故
事
が
、

て
、
如
何
に
蓮
綿
と
し
て
興
趣
が
盡
き
な
い
恰
好
の
題
材
で
あ

っ
た
か
が
よ
く
分

る
。
ま
さ
し
く
楊
貴
妃
は
盛
唐
の
繁
榮
と
沒
落
を
象
徴
的
に
物
語
る
絶
好
の
話
題

で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
樣
な
異
常
な
ま
で
の
楊
貴
妃
人
氣
と
は
裏
腹
に
、

實
の
所
、
楊
貴
妃
の
眞
の
姿
を
當
時
に
お
い
て
確
か
に
傳
え
た
記
録
は
皆
目
無
い

の
で
あ
る
。
楊
貴
妃
の
御
前
に
侍

っ
た
翰
林
學
士
李
白
の

「清
卒
調
詞
」
は
甚
だ

夢
幻
韵
で
事
實

の
反
映
に
乏
し
い
し
、
「詩
史
」
表
現
が
期
待
さ
れ
る
杜
甫
の

「麗

人
行
」
て
は
貧
窮
無
名
の
杜
甫
は
楊
貴
妃

一
族
の
華
や
か
な
パ
レ
ー
ド
を
遠
く
か

ら
見
物
す
る

一
般
大
衆
の
一
人
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
他
、
『新

・
舊
唐
書
』
『資
治

通
鑑
』
等

の

「史
實
」
を
繙
い
て
も
、
基
本
韵
に
は
當
時
に
傳
え
ら
れ
た
楊
貴
妃

傳
競
を
忠
實
に
記
録
し
た
だ
け
て
あ
り
、
記
事
の
信
憑
性
は
樂
史

「
太
眞
外
傳
」

「明
皇
廻
駕
經
馬
嵬
賦
」

「太
眞
外
傳
」

「梅
妃
傳
」

「天
寶
遺
事
諸
宮

調
」

『梧
桐
雨
』

『綵
毫
寵
』

『驚
鴻
記
』

『
天
寶
曲
史
』

『隋
唐
演
義
』

『
長
生
殿
』

盛
唐
中
國
の
絶
嗄
期
に
華

々
し
く
出
現
し
、

當
時
は
も
と

よ
り
後
世
の
夊

人

に
と

っ

梅
妃
か
ら
見
た

『長
生
殿
』
の
楊
貴
妃
像

等
と
さ
し
て
變
ら
な
い
。
早
い
話
が
、
楊
貴
妃
の
出
生
や
慘
死
に
關
し
て
も
、
正

確
に
は
何

一
つ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
が
實
状
で
あ
る
。

こ
う
い
う
楊
貴
妃
故
事
の
演
變
史
を
め
ぐ
る
情
況
に
あ

っ
て
、
前
掲
の
楊
貴
妃

に
取
材
し
た
作
品
を
主
題
に
關
す
る
要
素
別
に
分
類
し
て
み
る
と
、
玄
宗
楊
貴
妃

の
純
粹
の
愛
情
を
張
調
す
る
所
謂
穩
賛
派
と
、
亡
國
の
大
亂
を
招
い
た
責
任
を
追

求
す
る
所
謂
批
剣
派
と
に
大
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
樣
に
思
う
。
(但
し
こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
要
素
別
の
分
類
で
あ
り
、
全
て
の
作
品
が
こ
の
樣
に
截
然
と
分

れ
る
譯
で
は
な
い
。
同

一
作
品
が
雨
方
の
要
素
を
兼
ね
る
事
も
無
論
あ
る
で
あ
ろ

う
。)
そ
の
典
型
は
、
楊
貴
妃
沒
後
五
十
年
に
當
る
元
和
元

(八
〇
六
)
年
に
早
く

も
出
現
し
た
。
郎
ち
、
構
賛
作
品
が
白
居
易
の

「長
恨
歌
」
て
あ
り
、
批
剣
作
品

が
陳
鴻
の

「長
恨
歌
傳
」
て
あ

っ
た
と
筆
者
は
考

え
る
。
「長
恨
歌
」

の
主
題
を

め
く

っ
て
は
今
日
ま
で
議
論
が
沸
騰
し
て
い
る
が
、
私
は

一
つ
の
考

え
方

と
し

て
、
白
居
易
の

「長
恨
歌
」
は
あ
く
ま
で
楊
貴
妃
の
愛
情
に
つ
い
て
穩
賛
す
る
立

場
を
貫
い
た
し
、
『白
氏
丈
集
』
卷
十
二
に
附
載
す
る
陳
鴻
の

「長
恨
歌
傳
」

は
、

む
し
ろ
冷
諍
且

つ
客
觀
的
に
楊
貴
妃
を
批
剣
す
る
見
方
が
顯
著
て
あ

っ
た
と
思
う

の
で
あ
る
。
い
ま
、
「長
恨
歌
」
は
さ
て
お
き
、
陳
鴻

「長
恨
歌
傳
」
に

つ
い
て

見
る
と
、
そ
の
根
壕
と
な
る
べ
き
楊
貴
妃
批
評
は
、
次
の
樣
て
あ
る
。

其
の
容
を
妖
に
し
、
其
の
詞
を
巧
に
し
、
歌
舞
談
笑
、
婉
變
便
佞
、
以
て
上

あ

ハ 

の
心

に
中

つ
。

た
だ徒
に
殊
艷
尤
態
の
是
を
致
す
に
非
ず
。
蓋
し
才
智
明
慧
、
善
巧
便
佞
、
意
に

ロ 

ね
ボ

先
ん
じ
て
旨
を
希
ふ
に
、
形
容
す
べ
か
ら
ざ
る
者
有
れ
ば
な
り
。

ま
さ

し
ば
ら

ハ 
ロ

玉
妃
方
に
寢
ぬ
。
請

ふ
、
少
く
之
を
待
て
。

意
と
す
る
者
は
、
但
だ
其
の
事
に
感
ず
る
の
み
な
ら
ず
、
亦
た
尤
物
を
懲
ら

ハ 

し
、
亂
階
を
窒
ぎ
、
將
來
に
垂
れ
ん
と
欲
す
る
者
な
り
。

そ
し
て
、
楊
貴
妃
故
事
が
早
や
過
去
の
傳
聞
と
な
り
つ
つ
あ

っ
た
中
晩
唐
の
詩

一
八
七
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人
間
に
お
い
て
は
、
陳
鴻
の
如
く
、
そ
こ
に

「
傾
國
」
の
激
訓
を
讀
み
取
る
事
は

士
大
夫
と
し
て
む
し
ろ
當
然
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
當
の
白
居
易
で
さ
え
、
新
樂

府

「李
夫
人
」
に
お
い
て
は
、
「嬖
惑

に
鑑
み
る
な
り
」
と
題
注
し
て
、

生
も
亦
た
惑
ひ
、
死
も
亦
た
惑
ふ

尤
物
は
人
を
惑
は
し

忘
れ
得
ず

人
は
木
石
に
非
ざ
れ
ば
皆
情
有
り

ハ
が
り

如
か
ず

傾
城
の
色
に
遏
は
ざ
ら
ん
に

と
述
べ
る
。
微
妙
な
言
い
回
し
な
が
ら
、
白
居
易
は
こ
こ
で

「尤
物
」
皿
〃
傾
城
の

美
女
"
た
る
楊
貴
妃

へ

「惑
ふ
」
戒
め
を
読
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
て

み
れ
ば
、
玄
宗
楊
貴
妃
の
永
遠
不
變
の
愛
情
を
歌
い
上
げ

た
白
居
易
の

「長
恨
歌
」
は
、
楊
貴
妃
故
事
演
變
史
に
お

い
て
は
、
む
し
ろ
例
外
的
に
異
色
で

あ

っ
た
と
さ
え
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
は
白
居
易
の

「詩
に
深
く
、

ヨ
リ

情
に
多
き
」
詩
才
に
よ
っ
て
巧
み
に
修
飾
を
施
さ
れ
、
楊
貴
妃
沒
後
五
十
年
に
お

い
て
、
そ
の
後
に
出
現
す
る
楊
貴
妃
取
材
作
品
の
一
典
型
を
形
作
る
こ
と
に
な

ハわ
ロ

る
。
白
居
易
自
身
も
當
時
に
お
け
る

「畏
恨
歌
」

の
流
行
を
目
睹
し
て
い
る
が
、

そ
の
後
に
出
現
し
た
詩

・
小
説

・
戯
曲
等

の
い
ず
れ
を
取

っ
て
も
、
ま
た
日
本
文

ハロ
ぜ

學

へ
の
影
響
に
お
い
て
も
、
お
よ
そ
楊
貴
妃
に
取
材
し
た
作
品
で
白
居
易

「長
恨

歌
」
の
影
響
を
受
け
な
い
も
の
は
無
か

っ
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

考
え
て
み
れ
ば
、
白
居
易

「長
恨
歌
」
の
主
題
に
つ
い
て
は
今
目
も
諸
饒
紛
々

と
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
讀
者
た
る
私
が
素
直
に
感
動
を
覺
え
る
の
は
、
や

は
り
楊
貴
妃
玄
宗
の
切
々
た
る
愛
情
表
現
の
部
分
で
あ
る
。
當
時
或
い
は
そ
の
後

に
お
い
て

「長
恨
歌
」
を
愛
唱
し
た
人
々
も
そ
う
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
更
に
言

ハみ
り

え
ば
、
元

・
白
僕

『梧
桐
雨
』
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
同
樣
で
あ
ろ
う
し
、
清

・

洪
昇

『
長
生
殿
』
に
つ
い
て
も
然
り

で
あ

る
。
『長
生
殿
』
の
主
題
は
玄
宗

・
楊

貴
妃
聞

の
愛
情
で
あ
る
こ
と
は
、
次

の
第

一
齣

「傳
概
」
の
表
現
か
ら
確
認
す
る

一
八
八

事
が
で
き
る
。

【滿
江
紅
】
今
古
の
情
場
、
間
ふ
誰
か
眞
心
到
底
な
ら

ん
。
但
だ
果
し

て
精

誠
の
散
ぜ
ざ
る
有
ら
ば
、
終
に
連
理
を
成
さ
ん
の
み
。
…
吾
儕
の
義
を
取
り
ヨ
リ

て
宮
徴
を
飜
し
、
太
眞
外
傳
に
借
り
て
新
詞
を
譜
す
る
は
、
情
な
る
の
み
。

今
日

『
長
生
殿
』
が
中
國
清
朝
を
代
表
す
る
戲
曲
と
し
て
、
ま
た
楊
貴
妃
故
事

を
集
大
成
し
た
文
學
作
品
と
し
て
、
白
居
易

「長
恨
歌
」
や
白
樸

『
梧
桐
爾
』
と

並
ん
で
穩
賛
さ
れ
る
の
も
、
そ
の
最
大
の
魅
力
は
恐
ら
く
こ
の
玄
宗
と
の
純
粹
の

情
愛
を
天
上
で
再
會
さ
せ
る
事
で
貫
徹
し
た
點
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
決
し
て

「長

恨
歌
傅
」
や

「梅
妃
傳
」

の
如
く
、
楊
貴
妃
を

"傾
國
の
悪
女
"
と
し
て
辛
辣
に

批
到
す
る
點
に
在
る
の
で
は
な
い
。

五

『長
生
殿
』
と
梅
妃
故
事

洪
昇
は

『
長
生
殿
』
撰
述
の
基
本
方
針
と
し
て
、
「例
言
」
中
に

史
に
楊
妃
を
載
す
る
は
汚
亂
の
事
多
し
。
予
の
此
の
劇
を
撰
す
る
は
、
止
だ

白
居
易

「長
恨
歌
」
・
陳
鴻

「長
恨
歌
傳
」
を
按
じ

て
之
を
爲
せ
り
。
而
し

て
中
間
點
染
の
處
は
、
多
く
天
寶
遣
事

・
楊
妃
全
傳
よ
り
采
れ
り
。
若
し

一

わ
た

た
び
穢
跡
に
渉
ら
ば
、
風
激
を
妨
ぐ
る
を
恐
れ
、
絶
え
て
闌
入
せ
し
め
ず
。

覽
者
以
て
予
の
志
を
知
る
有
ら
ん
伽
㌍

と
述
べ
る
。
こ
こ
に
は
、
從
來
の
種
々
雜
多
な
楊
貴
妃
傳
読
の
う

ち
、
洪
昇
が

「汚
亂

の
事
」
や

「穢
跡
に
渉
る
」

故
事
を
努
め
て
排
除
し
、
專
ら
白
居
易

「長

恨
歌
」
や
陳
鴻

「長
恨
歌
傳
」
を
按
じ
て

『
長
生
殿
』
を
撰
述
し
た
事
が
述
べ
ら

れ
る
。
洪
昇
は

『長
生
殿
』
の

「自
序
」
に
も

ハ 

凡
そ
史
家
の
穢
語
は
、
概
ね
創
り
て
書
せ
ず
。

と
述
べ
て
お
り
、
洪
昇
が
楊
貴
妃
故
事
の
醜
穢
な
部
分
を
刪
除
し
て
、
ひ
た
す
ら

楊
貴
妃
の
純
愛
を
描
こ
う
と
し
た
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
、
洪
昇
が
こ
こ
に



言
及
す
る

「長
恨
歌
」
「長
恨
歌
傳
」
「天
寶
遣
事
」
「楊
妃
全
傳
」
に
つ
い
て
は
、

な
お
幾
分
の
檢
討
を
要
す
る
。
こ
の
う

ち
、
「中
間
に
點
染
」
し
た
と
い
う

「天

寶
遺
事
」
「楊
妃
全
傳
」
に
つ
い
て
は
、
固
有
作
品
名
で
は
な
く
、
「開
元
天
寶
遺

事
」
「明
皇
雜
録
」
「楊
太
眞
外
傳
」
等
を
含
む

一
般
總
稱
で
あ

ろ
う

と
思
わ
れ

る
。
こ
こ
で
問
題
と
す
ぺ
き
は
、
洪
昇
が

『長
生
殿
』
楊
貴
妃
故
事
の
圭
要
材
源

と
し
て
擧
げ
る
白
居
易

「長
恨
歌
」
・
陳
鴻

「長
恨
歌
傳
」

の
う
ち
、
と
り

わ
け

後
者
で
あ

る
。
郎
ち
、
前
述
の
如
く
、
「長
恨
歌
傳
」
に
は
多
く

の
楊
貴
妃

へ
の

貶
辭
を
含
み
、
必
ず
し
も
楊
貴
妃
禮
賛
と
ば
か
り
は
い
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た

だ

『
白
氏
文
集
』
卷
十
二
に
は
白
居
易

「長
恨
歌
」
と
共
に
陳
鴻

「
長
恨
歌
傳
」

が
當
初
か
ら
併
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
兩
者
が

一
體
と
な

っ
て
楊
貴
妃
傳
詭
の
形

成
と
展
開
に
與

っ
て
カ
が
あ

っ
た
の
は
疑
う
ぺ
く
も
な
い
事
實
で
あ
る
。
洪
昇
が

こ
こ
で

「
長
恨
歌
」
「長
恨
歌
傳
」
を
併
稱
す
る
の
も
、
或
い
は
そ

の
樣
な
歴
史

事
實
を
踏
襲
し
た
ま
で
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

し
て
み
れ
ば
、
こ

の

『
長
生
殿
』
例
言
中
に
洪
昇
が
標
榜
す
る

「長
恨
歌
」

「
長
恨
歌
傳
」
と
は
、
單
に

『畏
生
殿
』
執
筆
の
大
原
則
を
示
し
た
ま
で

で
あ

っ

て
、
實
際
は
洪
昇
は
、
當
然
な
が
ら
そ
の
他
諸
々
の
楊
貴
妃
故
事
に
取
材
し
た
作

品

・
記
録
類
を
取
捨
選
擇
し

て
、
『長
生
殿
』
五
十
齣
を
完
成
さ
せ

た
事
が
明
ら

か
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
雜
多
な
楊
貴
妃
故
事
作
品
と
し
て
、
南
宋

・
闕
名
作
の
逋
行
本

「
梅
妃
傳
」
も
例
外
で
は
無
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
冒
頭
に
述

べ
た

『長
生
殿
』

第
十
八

・
十
九
齣
中
の
玄
宗
梅
妃
の
密
會
現
場
に
楊
貴
妃
が
荒

々
し
く
乘
り
込
む

赤
裸

々
な
場
面
は
、
明
ら
か
に
通
行
本

「梅
妃
傳
」
に
出
撮
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た

『長
生
殿
』
自
序
に
は

へ 

南
曲

『
驚
鴻
』
の

一
記
は
未
だ
穢
に
渉
る
を
冤
れ
ず
。

と
あ
り
、
洪
昇
が
、
「梅
妃
傳
」
を
演
繹

し
た

『驚
鴻
記
』
を
確
か
に
讀
ん
で
い

梅
妃
か
ら
見
た

『長
生
殿
』
の
楊
貴
妃
像

た
事
が
、
は
か
ら
ず
も
明
ら
か
と
な
る
。

そ
れ
で
は
、
『
長
生
殿
』
中
に
點
綴
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
梅
妃
故
事
は
、
『
長
生
殿
』

が
忌
み
嫌

っ
た

「穢
跡
」
に
は
相
當
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
實
は
こ
の
こ
と
は

大
き
な
問
題
と
し
て
、
『長
生
殿
』
成
立
の
當
初
か
ら
議
論
か
あ

っ
た
。
と

い
う

の
は
、
『長
生
殿
』
例
言
に
・次
の
記
迹
が
あ
り
、
『長
生
殿
』
に
お
け
る
梅
妃
故
事

は
、
號
國
夫
人
故
事
と
並
ん
で
、
と
か
く
問
題
靦
さ
れ
た
事
情
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
今

『長
生
殿
』
世
に
行
は
る
に
、
伶
人
繁
長
に
し
て
演
じ
難
き
に
苦
し
み
、
ハ 

竟
に
愴
輩
の
爲
に
妄
り

に
節
改
を
加
え
、
關
目
都
て
廢
す
。

呉
子

(山
)、

之
を
憤
り
、
『
墨
惑
十
四
種
』
に
效
ひ
て
二
十
八
折
を
更
定
し
、
而
し
て
號
ハ
げ
り

國
、
梅
妃
を
以
て
別
ち
て
饒
戯
兩
劇
と
爲
す
は
、
確
當
に
し
て
不
易
な
り
。

…
近
ご
ろ
唱
演
家
の
改
換
す
る
に
、
必
ず
從
ふ
ぺ
か
ら
ざ

る
者
有
り
。
"號

國
承
寵
"
〃
楊
妃
忿
爭
"
の

一
段
を
増
す
が
如
き

は
、

三
家
村
婦
の
醜
態
を

ら 

作
し
、
既
に
蘊
藉
を
失
し
、
尤
も
觀
る
に
耐
え
ず
。

こ
れ
に
據
れ
ば
、
友
人
の
奨
山
が
更
定
し
た
二
十
八
折
本

『長
生
殿
』
(今
日
の

定
本
は
五
十
折
)
と

は
別
に
、

號
國
夫
人
と
梅
妃
を

「饒
戯
」
と
し

て
別
立
て
の

「兩
戲
」
に
仕
立
て
た
も
の
の
樣
で
あ

る
し
、
唱
演
さ
れ
た
號
國
夫
人

・
梅
妃
故

事

に
關
す
る
改
定
本
は
、
醜
態
の
極
み
で
見
ら
れ
た
も
の
で
ば
な
い
と
い
う
。
こ

こ
に
述

べ
る

「
楊
妃
忿
爭

の
一
段
」
と
は
、
『長
生
殿
』
第
十
八
夜
怨
、
十
九
絮

閤
の
兩
齣
に
關
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
洪
昇
自
身
が
記
し
た
こ
の
例
言
の
記
述
か

ら
、
友
人
の
呉
山
が

『
長
生
殿
』
に
お
け
る
梅
妃
故
事
を
別
本
の

「饒
劇
」
と
し

て
扱

っ
に
事
が
明
白
と
な
る
。
既
に
本
稿
第
二
、
三
章
に
お

い
て
縷
述

し
た
通

り
、
「梅
妃
傳
」
『驚
潟
記
』
に
つ
な
か
る

一
連

の
梅
妃
故
事
中
に
現
れ
る
楊
貴
妃

は
、
明
ら
か
に
意
圖
的
に
癇
症
の

"
惡
女
"
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
楊
貴
妃
の

派
手
な
痴
話
喧
嘩
は
讀
者
の
好
奇
心
を
そ
そ
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
や
は
り
白
居

一
八
九
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易

「
長
恨
歌
」
に
典
型
化
さ
れ
た
冒
マ
ソ
溢
れ
る
楊
貴
妃
に
は
相
應
し
く
な
い
で

あ
ろ
う
。
同
様

に
、

楊
國
忠
と

の
近
親
關
係
を
云
々
さ
れ

る
號
國
夫
人
の
故
事

も
、
杜
甫

「麗
人
行
」
詩
に
既
に
見
ら
れ
る
如
く
、
や
は
り
醜
聞
故
事
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
親
友
の
呉
山
が

『長
生
殿
』
の
選
本
を
作

っ
た
際
に
、

こ
の
號
國

・

楊
妃
に
か
ら
む
兩
劇
を

「饒
劇
」
と
し
て
別
本
仕
立
て
で
編
成
し
直
し
た
の
は
、

知
音
の
士
の
賢
明
な
見
識
で
あ

っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
(但
し
、
こ
の

一
一十
八
折

『長
生
殿
』
激
習
本
、
及
び
別
本
の

「號
國
」
「梅
妃
」
兩
劇
と
も
、
今
日
そ
の

傳
本
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。)

以
上
の
事
か
ら
考
え
れ
ば
、
洪
昇
が

『長
生
殿
』
例
言
に
標
榜
す
る

「若
し

一

ハ 

た
び
穢
跡
に
渉
ら
ぱ
、
風
教
を
妨
ぐ

る
を
恐
れ
て
絶
え
て
闌
入
せ
ず
」
と
い
う
執

筆

の
基
本
方
針
は
容
認
す
る
と
し
て
も
、
實
の
と
こ
ろ
は
親
友
の
呉
山
も
認
め
る

樣

に
、
少
な
く
と
も

『
長
生
殿
』
中

の
號
國
、
梅
妃
に
關
わ
る
部
分
に
お
い
て
は
、

や
は
り

「穢
跡
」
の
殘
滓
を
拂
拭
し
難
か
っ
た
と
い
う

の
が
實
情
で
は
な
か

っ
た

か
。

六

ま
と
め

こ
の
章
で
は
、
ま
と
め

と
し

て
、
『長
生
殿
』
第
十
八

・
十
九
齣
に
梅
妃
故
事

を
點
綴
し
た
事
の
文
學
的
効
果
、
及
び
洪
昇
の
執
筆
意
圖
に
つ
い
て
、
も
う

一
度

考
え
て
み

た
い
。
『
長
生
殿
』
第
十

九

「絮
閤
」
齣
に
、
呉
山
注
と
思
わ
れ
る
次

の
眉
注
が
あ
る
。

客
有
り
、
嘗
て
論
ず
。
此
の
劇

の
號
國

・
梅
妃
兩
番
の
寵
を
爭
ふ
は
、
皆
未

あ
ら
ほ

だ
場
に
當

っ
て
扮
出
せ
ず
。
關

目
顯
さ
ざ
る
に
近
く
、
排
場
に
お
い
て
楊

・

號

の
相
爭
ふ
を
加

へ
、
然
る
後

に
放
ち
歸
ら
し
め
ん
と
欲
す
れ
ば

な
り
。

「絮
閣
」
折
中
、
壁
を
破
り
て
出
つ
る
時
に
、
梅
妃
場
を
繞
り
て
走
り
下
り
、

ハ
 
り

近
ご
ろ
演
家
の
梅
妃
に
扮
す
る
に
、
幔
内
に
默
坐
す
る
者
有
り
。

一
九
Q

こ
の
注
に
よ
れ
ば
、
『
長
生
殿
』
中
の
號
國
夫
人
や
梅
妃
に
關
わ
る
醜
聞
を
詠

ん
だ
齣

(筆
者
注

・第
五
齣
「
禊
游
」～
第
六
齣
「傍
訴
」、
第
十
八
齣

「夜
怨
」～
第
十
九
齣

「絮
閤
ご

は
、

當
時
既
に
演
出
上
の
樣

々
な
躊
躇
が
あ
り
、

注
者
は
そ
の
扮
演
に

強
い
難
色
を
示
し
て
い
る
樣
に
見
受
け
ら
れ
る
、
し
か
も
こ
の
眉
注
の
口
調
は
、

前
章
に
述
べ
た

『
長
生
殿
』
例
言
に
言
う
、

近
ご
ろ
唱
演
家

の
改
換
す
る
に
、
必
ず
從
ふ
ぺ
か
ら
ざ
る
者
有
り
。
"
號
國
承

寵
"
"楊
妃
忿
爭
"
の

一
段
を
増
す
が
如
き
は
、
三
家
村
婦
の
醜
態
を
作
し
、

ハ 

既
に
蘊
籍
を
失
し
、
尤
も
觀
る
に
耐
え
ず
。

と
正
し
く
軌
を

一
に
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
注
の
表
現
内
容
か
ら
、
『長
生

殿
』
成
立
の
當
初
か
ら
既
に
、
『長
生
殿
』
中
に
點
綴
さ
れ

た
號
國
夫
人

・
梅
妃

故
事
の
是
非
を
め
く

っ
て
、
と
か
く
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
來
た
事
が
分
る
。
い

ま
、
晦
妃
か
ら
見
た

『
長
生
殿
』
の
楊
貴
妃
像
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
す

る
時
、
洪
昇
或
い
は
そ
の
親
友
に
よ
る
こ
れ
ら

一
蓮
の
發
言
は
、
實
に
重
い
内
容

を
持
つ
。
郎
ち
、
こ
れ
ら

の
發
言
は
、
『長
生
殿
』
に
お
け
る
梅
妃
故
事
が
實
は

『長
生
殿
』
の
主
題
で
あ

る
鍾
情
と
は
相
容
れ
な

い
異
質
の

「穢
跡
に
渉
」
り
か

ね
な
い
不
純
の
要
素
を
具
有
し
て
い
る
事
を
自
か
ら
露
呈
し
て

い
る
か
ら

で
あ

る
。
事
程
左
樣
に

『長
生
殿
』
に
お
け
る
第
十
八
～
十
九
齣
に
點
綴
さ
れ
た
梅
妃

故
事
は
、
號
國
夫
人
故
事
と
並
ん
で
、
如
何
に
も
興
味
本
位
で
唐
突
で
あ
り
、
全

體
に
そ
ぐ
わ
な
い
異
和
感
を
菟
れ
得
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
れ
で
は
作
者
の
洪
昇
は
、
こ
の
樣
な
異
質
で
汚
穢
感
さ
え
あ
る
梅
妃
故
事
に

描
か
れ
た
楊
貴
妃
像
を
、
何
故
に

『長
生
殿
』
中
に
點
綴
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

楊
貴
妃
故
事

の

「穢
跡
に
渉
る
」
部
分
を
刪
除
す
る
と
い
う

『長
生
殿
』
の
執
筆

方
針
か
ら
す
れ
ば
、
號
國
夫
人
故
事
と
共
に
梅
妃
故
事
も
創
除
リ
ス
ト
中
に
入

っ

て
も
良
か

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

今
、
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
、
作
者
本
人
で
な
い
筆
者
に
は
容
易
に
解
答
を
出
し



か
ね
る
が
、
參
考
ま
で
に
、
幾
つ
か

の
愚
見
を
提
出
し
て
み
る
。

(
一
)

洪
昇
は
通
行
本

「梅
妃
傳
」
の
作
者
を
唐

・
曹
鄰
と
す
る
明
清
時
代
の

叢
書
に
見
ら
れ
る
誤

っ
た
認
識
を
、
ど
う
や
ら
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
た
ら
し
い

こ
と
。
第
二
章
で
述
べ
た
如
く
、

「
糎
妃
傳
」
は
南
宋
人

の
恣
意
的
な
改
作
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
楊
貴
妃
像
が
意
圖
的
に
改
惡
さ
れ
た
認
識
を
洪
昇

が
持

っ
て
い
れ
ば
、
或
い
は

『長
生
殿
』
第
十
八
～
十
九
齣

の
楊
貴
妃
描
寫
は
少

し
變

っ
た
も
の
に
な

っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

(二
)

逋
行
本

「
梅
妃
傳
」
或

い

は

『驚
鴻
記
』
中
に
描
か
れ

た
楊
貴
妃
像

を
、
洪
昇
は
さ
ま
で

「汚
穢
」
と
は
感
じ
な
か

っ
た
か
。
ど
う
い
う
描
寫
を

「汚

穢
」
と
認
識
す
る
か
、
今
日
も

"猥
褻
"
論
議
が
喧
し
い

(因
に
二
十

一
「窺
浴
」

齣
は
+
分
に
猥
褻
で
あ
る
)。
通
行
本

「梅
妃
傳
」
に
描
か
れ

た
楊
貴
妃

の
直
情
徑

行
の
ヒ
ス
テ
リ

ッ
ク
な
行
動
も
、
善
意
に
解
釋
す
れ
ば
、
玄
宗
の
自
分

へ
の
寵
愛

を
必
死
に
繋
ぎ
留
め
よ
う
と
す
る
楊
貴
妃
の
健
氣
な
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
純
情
な
行

動
で
あ
る
と
の
解
釋
も
成
り
立
た
ぬ
こ
と
は
無
い
。
こ
れ
も
著
者
自
身
で
無
け
れ

ば
分
ら
ぬ
事
て
あ
る
が
、
洪
昇
が

「
梅
妃
傳
」
中
の
楊
貴
妃
の
行
動
描
寫
に
つ
い

て
、
さ
ほ
ど

「汚
穢
」
性
を
認
め
て
い
な
か

っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
故
事
を

『長

生
殿
』
中
に
點
綴
し
て
も
何
等
異
和
感
は
無
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

(三
)

或
い
は
全
く
洪
昇
の
不
注
意
に
據
る
か
。

「例
言
」
に
も
述
べ
る
逋
り
、

洪
昇
は

『長
生
殿
』
の
構
想
執
筆
に
當

っ
て
、

白
居
易

「長
恨
歌
」
、
陳
鴻

「
長
恨
歌
傳
」
を
中
核
と

し
て
、
そ

の
他

「楊
太
眞

外
傳
」
を
始
め
と
し
て
種
々
雜
多
な
作
品
に
述
べ
ら
れ
る
楊
貴
妃
故
事
を
取
捨
選

擇
し
て

『長
生
殿
』
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
大
原
則
と
し
て
は
玄
宗
楊
貴
妃

の

「
鍾
情
」
を
標
榜
す
る
も
の
の
、

や
は
り
幾
ら
か
の

「汚
穢
」
部
分
の
混
入
を

避
け
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
こ
の
場
合
の
號
國
夫
人
、
梅
妃
故

事
は
歴
史
傳
統
か
あ

っ
て
實
に
興
味
深
い
文
學
的
虚
飾
が
施
さ
れ
て
お
り
、
洪
昇

梅
妃
か
ら
見
た

『長
生
殿
』
の
楊
貴
妃
像

自
身
、
親
友
の
呉
山
に
指
摘
さ
れ
る
ま
で
、
『長
生
殿
』

に
お
け

る
梅
妃
故
事
に

淵
源
す
る
楊
貴
妃
像
の
異
質
感
に
氣
付
い
て
い
な
か

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
は
、
い
ず
れ
も
憶
測
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
著
者
の
發
言
に
よ
る
裏
付

け
を
得
た
譯
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
親
友
の
呉
山
に
よ
る
評
價
は

却

っ
て
洪
昇
の
代
辯
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
右
の
幾
つ
か
の
臆
斷
が
全
て
は
當
ら

な
い
と

し
て
も
、
『
長
生
殿
』
中
に
梅
妃
故
事
を
詠
ん
だ
第
十
八

・
十
九
齣
の
異

質
性
に
つ
い
て
は
確
證
を
得
た
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

今
日
、
『長
生
殿
』

の
評
價
に
つ
い
て

は
、
「長
恨
歌
」
『梧
桐
雨
』
の
後
を
承

け
て
玄
宗
楊
貴
妃
の
純
愛
を
描
い
た
も

の
と

し
て
高
い
評
價
を
受
け
て
い
る
。

清

・
朱
彝
奪
も

『長
生
殿
』
序
に
お
い
て
、お
り

其
の
用
意
は

一
に
太
眞
の
穢
を
洗

へ
り
。

と
激
賞
す
る
程
て
あ
る
。
こ
の
評
は

『
長
生
殿
』
全
體
の
詳
價
と
し
て
は
肯
定
で

き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『長
生
殿
』
に
は
成
立
當
初
か
ら
梅
妃
、
魏
國
夫
人
に

絡
ん
で
、
と
か
く
の

「穢
跡
」
を
云
々
さ
れ
る
瑕
疵
を
含
ん
で
い
た
こ
と
も
ま
た

一
方

の
事
實
で
あ

っ
た
様
に
私
に
は
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
梅
妃
故
事
に
俘
う
楊
貴
妃
像
の
變
化
に
つ
い
て
、
『
長
生
殿
』

全
體
の
流
れ
か
ら
捉
え
直
し
て
み
た
い
。

周
知
の
樣
に
、

『長
生
殿
』
全
五
十
齣
は
、

楊
貴
妃
生
前
の
榮
華
を
描
い
た
前

牟
二
十
五
齣
と
、
沒
後
の
天
宮
世
界
を
描
い
た
後
牛
二
十
五
齣
と

に
二
分
さ
れ

る
。
就
中
後
牛
二
十
五
齣
は
、
織
女
星
の
取
り
な
し
で
玄
宗

・
楊
貴
妃
を
中
秋
明

月
の
夜
に
月
の
宮
殿
で
再
會
さ
せ
る
な
ど
、
「長
恨
歌
」
や

『梧
桐
雨
』
に
描
か

へむ
り

れ
た
夢
幻
の
世
界
を
更
に
發
展
昇
華
し
て
團
圓
に
導
い
て
い
る
。

こ
の
中
で
、
上
迹
の
樣
に
梅
妃
故
事
は
前
牛
部
分
に
於
い
て
述
ぺ
ら
れ
る
だ
け

て
あ
り
、
後
牛
に
は
全
く
見
え
な
い
。
つ
ま
り
、
梅
妃
故
事
に
件
う
楊
貴
妃
像
の

變
化
は
、
專
ら
梅
妃
に
絡
ん
で
生
前
の
現
實
の
楊
貴
妃
に
つ
い
て
描
寫
さ
れ
た
も

一
九

一



日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
七
集

の
で
あ
る
。
も
と
よ
り

「妬
桿
」
と

い
う
楊
貴
妃
詐
語
は
以
前
か
ら
用
い
ら
れ
て

來
趨
ガ
、
こ
れ
を
梅
妃
と
玄
宗
を
繞
る
痴
話
喧
嘩
に
お
い
て
、
最
も
俗
受
け
す
る

形
で
巧
妙
に
用
い
た
の
は

「梅
妃
傳
」
の
作
者
で
あ

り
、
そ

の
部
分
を
繼
承
し

た

『長
生
殿
』
の
作
者
で
あ

っ
た
。

俗
受
け
の
す
る
楊
貴
妃
像
は
、

一
方
で
甚
だ
現
實
韵
で
あ
る
。
通
俗
と
低
俗
と

は
意
義
相
通
ず
る
。
筆
者
は
本
稿
で
、
梅
妃
に
絡
む
嫉
妬
深
い
楊
貴
妃
像
に
就
い

て

「汚
穢
」
の
瑕
漉
を
指
摘
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
言
う
ま
で
も
無
く
現
實
の

人
間
像
は

"清
"
も

"濁
"
も
併
せ
持
つ
も
の
で
あ
る
。
『長
生
殿
』
前
孚
に
お

け
る
ナ
ー
バ
ス
で
嫉
妬
深
い
楊
貴
妃
鯲
は
、
從

っ
て

一
方
で
、
矛
盾
に
滿
ち
た
人

間
味
溢
れ
る
楊
貴
妃
像
を
現
貴
的
に
活
寫
し
た
と
い
う
讚
辭
も
當
然
博
し
得
る
で

あ
ろ
う
。
『
長
生
殿
』
が
發
表
直
後
の
清
朝
戲
壇

に
於

い
て
大
好
詳
を
博
し
た
遉

因
と
し
て
、
こ
の
楊
貴
妃
{塚
の
清
朝

に
於
け
る
現
實
盤
を
擧
げ
る
事
は
強
ち
牽
張

附
會
で
は
あ
る
ま
い
。

注(
1
)

奴
家
楊
玉
環
、
久
邀
聖
眷
、
愛
結
君

心
。
匠
耐
梅
精
江
采
蘋
、

意
不

相
下
。
恰

好
觸
忤
聖
上
、
將
他
遷
置
樓
東
。
但
恐
采
蘋
巧
計

回
天
、
皇
上
宙
情
宋
斷

。
因
此
常

自
隗
防

。
唆
、
江
采
蘋
、
江
采
蘋
、
非
是

我
容
侮

不
得
、
只
怕
我
容
了
伽
、
侮
就
容

不
得
我
也
。

(2
)

(且
作
看
科
)
呀
、
這
御
搨
底
下
、

不
是

一
雙

鳳
鳥
歴
?

(生
急
起
、

作
欲
掩

科
)

在
那
裡
?

(懊
中
捧
出
翠
鈿
科
)

(旦
拾
看
科

)

啄
、

又
是

一
朶
翠

鈿
!

此

皆
婦
人
之
物
、
陛
下
既
然

獨
寢
、
怎
得
有
此
?

(生
作
羞
科
)
好
奇
怪
!

這
是
那

裡
來
的
?

連
寡
人
也
不
解
。

(
3
)

【北
水
仙
子
】

問
、

問
、
問
、
問
華
萼
嬌
、

怕
、

怕
、

怕
、
怕
不
似
樓
東
花
更

好
。
有
、

有
、

有
、

有
梅
枝
兒
曾
占
先
春
、
又
、
又

、

又
、

叉
何
用
線
楊
牽
繞
。

(生
)
寡
人

一
點
眞

心
、
難
道
妃
子
還
不
繍

得
!

(
且
)
請
、
請
、

請
、

請
眞
心
向

一
九

二

故
交
、
菟
、
菟
、
冤
、
菟

人
怨
爲
妾
情
薄
。

(
4
)

(丑

11
高
力

士
)
噌
想
楊
娘
娘
呵
、

【前
腔

朋
剔
銀
燈
】

嬌

癡

性
、
天

生

芯

利

害
。
前
時
逼
得
個
梅
娘
娘
、
直
邏
置
樓
東
無
奈
。

(5
)

拙
稿

「
『
晦
妃
傳
』

の
作
者
と
そ

の
成
轡
時
期
」

(東
書
國
語
三

一
三
號
、
東
京

書
籍
、

一
九
九

一
年
)
に
お
い
て
も
部
分
的
に
述

べ
た
。

(6
)

一
に
作
者
名
を
闕
名
と
す

る
も

の
も
あ
る
。

(7
)

梅
妃
傳

一
卷
、
亦
無
撰
人
。
…
末
不
署
名
、
蓋
亦
郎
撰
本
文
者
。
自
云
與
葉
夢

得

同
時
、
則
南
渡
前
後
之
作
矣
。
今

本
或
題
唐
曹
郵

撰
、
亦
明

人
妄
増
之
。

(8
)

此
傳
得
自
萬
卷
朱
邁
度
家
、
大
中

二
年
七
月
所

書
、
字
亦
媚
好
。
…
惜
乎

史
逸

其
観
。

略
加
脩
潤
而
曲
循
舊
語
、

懽
沒
其
實
也
。

惟
葉
少
蘊
與
余
得
之
、

後

世
之

傳

、
或
在
此
本
。

(
9
)

朱

蓮
度
、
青
州

人
也
。
家
多
藏
書
、
周
覽
略
遍

、
當
時
推

爲
博
學
、
稱

目
朱
萬

卷
。
…
後

徒
居

金
陵
、
高
徇
不
仕
。

(
10
)

『
宛
委
別
藏
』
所
收

。
阮
元

『
翠
經
室
外
集
』
卷
四

に
提
要
が
あ

る
。

(
11
)

盧
兆
蔭

「
〃
梅
妃
"
其
人
辨
」

(『
學
人
漫
録
』
九
、
中
華
書
局
、

一
九

八
四
)

趙
克
堯

『
唐
明
皇
與

楊
貴

妃
』

(人
民
出
版
沚
、

一
九
九
〇
年
)

三
六
六
頁
。

(12
)

薛
洪
勣

「
梅
妃
傳
」
(『
中
國
古
代
小
盟
百
科
全
書
』
中
國
大
百
科

全
書
出
版
瓧
、

一
九
九
三
)
三
三
八
頁
。

(13
)

そ

の
他
、
宋
見

の
分
も
記
せ
ば
次

の
逋
り
。

「
梅
妃

旦
」

(元

・
書
話
關
四
撰
。
清

・
無
名
氏

『傳
奇
彙
考
標
目
』
所
録
。
購

一
彿

『
古
典
戲
曲
存
目
彙
考
』
卷
五
所
録
。
)

「
江
梅
夢
」

(清

・
梁
廷
柵
撰
。

清

・
姚
燮

『
今
樂
考
匿
』
所
録
。

『古
典
戲
曲
存
目

彙
考
』
卷

八
所
録
。
)

「
梅
妃
怨
」

(清

・
無

名
氏
撰
。
『
今
樂
考
饐
』
所
録
。
)

「
一
斛
珠
」

(清

・
程
枚

撰
。
『
今
樂
考
澄
』
所
録
。
『
古
典
戲
曲
存
目
彙
考
』
卷
十
二

所
録
。)

(
14
)

こ
の
問
題

に

つ
い
て
は
、
別
稿

に
お

い
て
改

め
て
詳
し
く
鹸
じ
て
み
牝
い
。



(
15
)

現
代
京
劇

「
貴
妃
醉
酒
」
の
藍
本

に
、
清

・
葉
堂
撰

『
納
書
楹
曲
譜
』
補
逍
卷

四
所
收

「
醉
楊
妃
」
が
あ
る
。

(
6工
)

洪
昇
曾
經
饗

『
驚
鴻
記
』
復
不
滿
意
。
但
是

『
驚
鴻
記
』
的

「翠
閣
好
會
」
「
七

夕
私
盟
」
「
胡
宴
長
安
」

「馬
嵬
殺
妃
」
「
父
老
遘
留
」
「
馬
鬼
移
葬

」、
獨

『
長
生
殿
』

的

「絮
閤
」
「
密
誓
」

「罵
賊
」

「
埋
玉
」

「獻
飯
」
「
改
葬
」
、
應

該
是
多
少
有
過
借
鑑

作
用
的
。
『
驚
鴻
記
』
全
劇
以

「仙
客
蜀
來
」
「
幽
明
大
會
」
作
結
束
、
也
是

『
長
生

殿
』
的
先
聲
。

以
上

は

『
長
生
殿
』
稜
注
本
、
徐
朔
方
氏
前
言
。

ま
た
同
氏

「
洪
昇

和
他
的

『
長
生

殿
』
」
(同

氏

『
戲
曲
雜
饂
』
上
海
古

典
文
學

出
版
瓧
、

巴
九
五
六
年
)
。

な

お
、

王

永
建

『
洪
昇
和
長
生
殿
』

(上
海
古
籍

出
版
瓧
、

一
九

八
二
年
)

に
も

同
樣

の

指
摘

が
あ
る
。

(17
)

拙
稿

「校
注
驚
鴻
記

一
・
二

・
三
」

(
『
文
擧
硯
究
』
九
〇

・
九

一
・
九

二
、
九

大
文
學
部
、

一
九
九

三

・
九
四

・
九
五
年
)
、

及
び

「
明
曲

『
驚
鴻
記
』

に
描
か
れ

た
虚
像

の
梅
妃
」

(
『白
氏
文
集
』
六
、
季
報
、
明
治
書
院
、

一
九
九
三
年
)
參
照
。

(18
)

葉
徳

輝

「
驚
鴻
認
序
」

に

「観
其

曲
、
絡
似
爲
梅
妃

吐
氣
而
作
」
と
あ

る
。
前

稿

「
捜
注

驚
鴻
配

・
三
」
參
照
。

(
19
)

『
驚
鴻
記
』
者
、

余
友
人
仲
子
所
爲
、
…
仲
子
雅
負
才
、

目
無

人
士
、

尤
善
建

安
而
下
諸

詞
賦

。

一
目
爲
制
科
所
縛
、
遇
怏
謂
余

日
:
・㌔

蓋
扼
腕
月
餘
、
而

『
驚

鴻
記
』
逖

成
。
(前

掲

「校
注
驚
鴻
記

・
一
」
參

照
。)

(
20
)

漁
陽
之
變

(安

碌
山
亂
)
、
罪
首
露
楊

(貴

妃
)
、
而
采
蘋

(梅
妃
)
不
輿
。
千

秋
萬
祀
、
咏
白
郎

(居
易
)
「
長
恨
歌
」
、
歟

頌
楊

(貴
妃
)
美
、
江

(梅
妃
)
則
蔑

如
也
。
余
謂
、
江
民

(
梅
妃
)
以
絶
代
之
姿
、
遭

極
淫

之
主
、
而
無
惧
國
之
罪
。
守

正
俟
死
、
元
始
以
來
、
女
俘
所
希
矣
。

(前

摘

「
捜
注
驚
鴻
記

・
一
』
參
照
。
)

(
21
)

前
掲

「稜
注
驚
鴻
記

・
一
」
參
照
。

(
22
)

主
要
作
品

の

み
。
王
建

・
李
商
隱
そ

の
他

の
關
連
作
品

に

つ
い

て

は

『
全
唐

詩
』
、

ま
た
清

・
胡
鳳
丹
編

『
馬
嵬
志
』

(羹
漢
出
版
瓧

、

一
九
六
七
年
、
擦
光
緒

三

年
版
影
印
出
版
。
ま

た
江
蘇
古
籍
出
版
瓧
、

一
九
九
〇
年
、
嚴
仲

儀
校
點
出
版
)

參

梅
妃
か
ら
見

た

『
長
生
殿
』

の
楊
貴

妃
鍛

照
。

更

に
斬
極
蒼

『
長
恨
歌
及
同
題
材
詩
詳
解
』

(中
州
古
籍
出
版
瓧

、

一
九
八
九

年
)
參
照
。
但
し
、
該
書

は
鄭
嵎

「津
陽
門
壽
」

の
詳
解
を
鴃
く
。
ま
た
杜
常

「華

清
宮
」
詩
に

つ
い
て
は
、

拙
稿

「
『
三
體
詩
』

に
誤
入

す

る

杜
常

『
華
清
宮
』
詩

を

め

ぐ

っ
て
」

(『
町
田
三
郎

激
授
退
官

記
念
中
國
思
想
史
鹸
叢
』
、
中
國
書
店
、

一
九

九

五
年
)
參
照
。

(
23
)

妖
其
容
、
巧
其
飼
、
歌
舞
談
笑
、
婉
變
便
佞
、
以
中
上
心
。

(
『文
苑
英
華
』
卷

七
九

四
所
引

『
麗
情
集
』
、
汪
辟
疆
校
録

『
唐

人
小
醗
』
參
照
。
以

下
注

(
24
)
(肪
)

(26
)
は
同
梭
録
本
に
撮

る
。

(
24
)

非
徒
殊
艷
尤
態
致
是
、
蓋

才
智

明
慧
、
善
巧
便
佞
、
先
意
希
旨
、
有
不
可
形
容

者

。

高
橋
文
治
氏

「『
長
恨
歌
』
と

そ

の
子
孫

た

ち
」

(『
東
洋
文
化

學
科
年
報
』

五
、
追

手
門
學
院
大
、

一
九
九
〇
年
)
も
こ

の
部
分

を
引
き
、
楊
貴

妃
を

「妖
婦
」
と
し
、

「
長
恨
歌
傳
」
は

「理
想

の
二
人
を
諷
踰
せ
ず

に
は
お
か
な
か

っ
た
」

と
述

べ
る
。

(
25
)

玉
妃
方
寢
。
請
少
待

之
。

白
居
易

「
長
恨

歌
」

で

は
、

「漢
家

の
天
子

の
使

い
」
が

來
た

事
を
知

っ
た
楊
貴

妃

が
、
あ

わ
て
て

「花
冠
も
整
え
ず
、
堂
を
下
り
て
來
り
」
、
す

ぐ

さ

ま
使

い
の
方

士
に
會

お
う
と
す
る
。

こ
れ

に
樹
し
、
陳
鴻

「長
恨
歌
傳
」
で
は
、

こ
の
楼

に
、
楊

貴

妃
と

の
面
會
を
求

め
た
方
士

は
、
門
前

で

一
晩
待

た
さ
れ
、
翌
朝

お
も
む

ろ
に
對

面

す
る
に
及
ぶ

の
で
あ

る
。
些
事
な
が
ら
、

こ
こ
に
も
陳
鴻
の
楊
貴
妃

に
對
す

る
冷

徹
な
批
評
眼
が
現
れ
て
い
る
と
筆
者

は
考
え
る
。

(
26
)

意
者
不
但
感
其
事
、
亦
欲
懲
尤
物
、
窒
亂
階
、
垂
於
將
來
者
也
。

(
72
)

生
亦
惑

死
亦
惑

尤
物
惑
人
忘
不
得

人
非
木
石
皆
有
情

不
如
不
遇
傾
城
色

(
28
)

樂
天
深
於
詩

、
多
於
情
者
也
。

(
29
)

白
居
易

「
興
元
九
書
」

に

「
妓
大
誇

日
、

我
頌
得
白
學
士
長
恨
歌
、
壼
同
他
妓

哉
。
…
諸
妓
見
僕
來
、
指
而

相
顴

日
、
此
是
秦
中
吟
、
長
恨
歌
圭
耳
。」

と
あ

る
。

(30
)

日
本
文
學

へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
、
以
下

の
諸
書
を
參
照
。

一
九
三



日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
七
集

遉
麒
實
夫

『
長
恨
歌
研
究
』

(建
設
批
、
昭
和
九
年
)

水
野
夲
次

『
白
樂
天

と
日
本

文
學
』

(目
黒
書
店
、

昭
和

五
年
。

大
學
堂
書
店
、

昭

和

五
七
年
、
藤
井
貞

和
補

訂
。)
金
子
彦
二
郎

『
罕
安
時
代
文
學
と
白
氏
丈
集
』

(原

版

昭
和

三
〇
年
。
囈
林
舍
覆

刻
、
昭
和

五
二
年
。
)

近
藤
春
雄

『
長
恨
歌

・
琵
琶
行

の
研
究
』

(明
治
書
院
、
昭
和
五
六
年
。
)

(
31
)

但

し
、
『
梧
桐
雨
』

に

つ
い

て

は
、
安
碌
山

の
白

に

「
只
是

我
與
貴
妃
有
些
私

事
」

(楔
子
)
、
「
搶
了
貴
妃
、

奪
了
唐
朝
天
下
、

纔
是
我
罕
生
願
足
。」

(第

二
折
)

と
あ
り
、
そ

の

〃
汚
穢
"
描
寫
を
瑕
疵
と
し
て
忌

み
嫌
う
論
者
も
多

い
。
筆
者

は
、

こ
の
部
分
は

『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
な
ど
の
通
俗
作
品

に
ま
ま
見
ら
れ
る
低
俗

で
獵

奇
的
な
描
寫

が
混
入

し
た
も
の
と
考
え
る
。

(
32
)

【
滿
江

紅
】
今
古
情
場
、

問
誰
個
眞
心
到
底

?

但
果
有
精
賊

不
散
、

繆

成
連

理
。
…
吾
償
取
義
宮
微
、
借
太
眞
外
傳
譜
新
詞
、
情
而

巳
。

(
33
)

史
載
楊
妃
多
汚
亂
事
。
予
撰
此
劇
、

止
按
白
居

易

「
長
恨

歌
」
、

陳
鴻

「
長
恨

歌
傳
」
爲
之
。
而
中

間
點
染
處
、
多
采
天
賓
遺
事

・
楊
妃
全
傳
。
若

一
渉
猿
跡
、
恐

妨
風
激
、
絶
不
闌

入
、
覽
看
有
以
知
予
之
志
也
。

(34
)

凡
史
家
穢
語
、
概
創
不
書
。

(詬
)

南
曲

『
驚
鴻
』

一
記
、
未
菟
渉

穢
。

(
36
)

名

は
儀

一
、
字

は
呉
山
、
錢
塘
人
。
『
國
朝
杭
郡
詩
輯

』
績

輯
卷
二
、
『
杭
州
府

志
』
卷
九
四
等

に
傳
が
あ
る
。

章
培

恆

『
洪
昇
年

譜
』

(上
海
古
籍

出
版
瓧
、

一
九

七
九
年
)
二
〇
二
頁
參
照
。
同
書
二
八
頁

に
擦
れ
ば
、
洪
昇
は
呉
儀

一
よ
り
三
歳
年

長
で
あ
る
。

(訂
)

今

『
長
生
殿
』
行
世

、
伶
人
苦
于
繁
長
難
演
、
竟
爲
槍
輩

要
加
節
改
、
關
目
都

廢
。
呉
子
憤

之
、
敷

『
愚
窓
十
四
種
』
、
更
定

二
十

八
折
、

而
以
號
國
、

梅
妃
別
爲

饒
戯
兩
劇
、
確
當
不
易
。

(
38
)

近
唱
演
家
改
換
、

有

必
不
可
從
者
。

如
増

〃
號
國
承
寵
"

〃
楊
妃
忿
爭
"

一

段
、
作
三
家
村

婦
醜
態
、
既
失
蘊
藉
、
尤
不
耐
觀

。

(
39
)

有
客
嘗
論
、

此
劇
號

國

・
梅
妃
兩
番
爭
寵
、

皆
未
當
場
扮
出
。

關

目
近
於
不

一
九
四

顯
、
欲
於
排
場
、

加
楊

・
國
相
爭
、
然
後

放
歸
。

「絮
閣
」
折
中
、

破
壁
而
出
時
、

梅

妃
繞
場
走
下
。
近
演
家
有
扮
梅
妃
默
坐
幔
内
者
。

(
40
)

朱
彝
奪

の

「『
長
生
殿
』
序
」

に

「
其
用
意
、

一
洗
太
眞
穢
」
と
。

但
、

こ
の

序

は
朱
彝
尊
の

『
曝
書
亭
集
』
中

に
收

め
な

い
。

(
41
)

吉
川
良
和

「
も
う

一
つ
の

『
長
生
殿
』

の
世
界
」
(
『
い
ま
、

日
本
と
中
國

を
考

え

る
』
瀞
奈
川
大
、

一
九
八
九
年
)
參
照
。

(覗
)

『
資
治
通
鑑
』
卷
二

一
五
、
お
よ
び

「太
眞
外
傳
」

卷
上
參
照
。

(*
)

本
稿

を
成
す

に
當

っ
て
、
清
水
茂

、

賜

っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

入
谷
仙
介
兩
先
生
か
ら
貴
重
な
御
助
言
を


